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ここに『市立函館博物館研究紀要』第6号を刊行いたします。

当館は明治12年に開設された開拓使函館仮博物場をはじまりとしており、地

方博物館としては北海道はいうにおよばず、日本における最も長い歴史を有し

ております。戦後の昭和23年には市立函館博物館として再出発をしましたが、

博物館機能の根幹ともいうべき調査・研究を発表する場を欠いたまま時間が経

過してまいりました。幸い平成2年から本紀要が刊行されることになり、次々

と研究成果が報告されていますが、表現する場を得て館の活動が一躍活発なも

のとなったことはいうまでもありません。

今回の号では、まず函館市教育委員会社会教育部文化財課佐藤智雄氏および

同課調査員五十嵐貴久氏の共著となる｢能登川コレクションの骨角器について：

と題する論文を掲載しました。当館に所属する考古資料は戦前から引き継がれ

たいわゆる「旧蔵資料」と称されるものや戦後に当館が実施した発掘調査資料

のほかに、数多くのコレクション類から構成されています。なかで､も能登川コ

レクションは続縄文期のものを数多く含み、高い関心を呼んでいます。本論文

ではこれまでに必ずしも、その概要が明らかとされていなかった恵山貝塚の骨

角器について新たな分析が試みられています。

ついで当館の霜村紀子学芸員による研究ノート「北海道商業美術家協会の活

動について」を掲載しました。これまで美術史の分野ではあまり関心がもたれ

てこなかった商業美術に光を当てており、とりわけ戦前の商業美術家の動向を

当時の新聞資料をもとに丹念に追っています。資料の背後に見えかくれする歴

史を研究するなかからその多面性が浮彫りにされることでしょう。

この紀要は、館職員の日常の研究成果を発表する場であると共に、専門の立

場から当館の目的に合致した研究にも門戸が開かれています。館資料・研究一

人のネットワークが形成され、その集大成として館の今後の研究活動の糧とな

り、ひいては市民生活の文化的側面にも役立てればと念願しております。

おわりに本紀要の刊行にあたり、関係各位よりあたたかいご支援．ご協力を

いただきましたことをこの場をお借りして厚く御礼申し上げます。

1996年3月31日

市立函館博物館長

菅原繁昭
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能登川コレクションの骨角器について

能登川コレクションは、函館市に在住して

いた故能登川隆氏が、大正年間から昭和30年

代にかけて収集していた考古学関係の資料で

氏の病没後、昭和33年（1958）4月、夫人力

ら市立函館博物館に一括寄贈された。

コレクションの構成は、恵山町関係では、

恵山貝塚出土資料(続縄文時代前期骨角器他

大澗出土資料（縄文時代晩期土器）

古武井出土資料(縄文時代前期～晩期土器他一

長木川出土資料（縄文時代後期土器）

日ノ浜出土資料(縄文時代晩期土器土製品他一

函館市関係では函館市春日町一現青柳町一

出土資料(縄文時代早期土器)、住吉町遺跡出

土資料（縄文時代早期土器他）がある。

他に、椴法華村椴法華出土資料（縄文時代

早期末葉『トドホッケ式土器』）などがあり‐

この資料.は、昭和43年に道指定文化財となっ

ている。

中でも恵山貝塚出土の骨角器は続縄文時代

前期を代表する遺物として高い評価があり、

恵山文化期骨角器製品一括資料506点並びに恵

山貝塚出土遺物を中心とする恵山式土器一括

資料62点は､昭和37年市指定有形文化財となっ

ている。なお、上記資料の他に、氏が資料を

採取した際の記録が手記として残されている。

本稿では、これら多くの資料の中、続縄文

時代前期を代表する恵山貝塚出土の骨角器を

取り上げ、観察を加え全容を明らかにするこ

とを目的としている。ただ今回取り扱った資

料については、すべてが続縄文期とは断言し

佐藤智雄

五十嵐貴久

がたいものも含まれていることを予めご承知

願いたい。

漁携具・話頭(1～39）

茎孔式単尾話頭(1～4）1は恵山貝塚出土

資料を代表する鈷頭。先端部は石鈷を装着す

るために薄く削り取られ、外側は紐で石鈷を

固定するためくびれ状になる。体部腹面に断

面半レンズ状の銭が付く。尾部は大きく湾曲

し、これによって全体的なプロポーションは

やや「〈」の字状を呈する。また、その端部

には逆刺状の突起が付く。鋭利な金属器を使

用したと思わせる刻線文と盲孔が全体的に施

され、かつ背面から見たとき左右対称の文様

になる。尾部と先端部を通る面に対して垂直

に交わる方向に細長い索孔が設けられ、茎孔

と繋がる。2も同様に石鈷を装着する面を持

ち、銭状の突起と刻線文を持つ。3は先端部

に石鈷を装着する機能を持たないタイプ｡だが‐

他の要素は1と同様。再加工品の可能性もあ

る。4は尾部の破損品。全体は窮えないが、

刻線文と逆刺状突起が付く。副葬品である。

茎孔式双尾鈷頭(5～24）先端部片銭タイプ°(5～

8）5は体部側縁に片磯を有し、尾部の片方

を切断した痕跡を残す｡全体的に削痕が多く‐

表裏両面から索孔が穿たれている。木村によ
註（1）

り単尾式話頭に分類されたものだが、氏の指

摘通り再加工品の可能性が高いと思われる。

6も同様に体部側縁に片銭を有し、7では側

縁部に交互に磯が付く。また、6は意図的に

先端部を切り落としている。8は焼成を受け

-7-



市立函館博物館研究紀要第6号

萎縮している。先端部は片磯だが、再加工品

の可能性がある。

先端部両銭タイプ(9～16）10は先端部に両

側縁に開く銭を有し、休部やや下寄りに表裏

両面穿孔の素孔を持つもので､文様等はない。

先端部に削痕を顕著に残すのが特徴的である。

11～15もほぼ同様。9は体部に両鎖を1段待

つもので、やや長大になる。16は側縁の両磯

と索孔の形状から本タイプに含める。

先端部無銭タイプ(18）18は先端部に銭を持

たず、索孔も体部のやや先寄りに位置する。

先端部の削痕から再加工品の可能性を指摘で

きる。また、先端部の形状不明の資料で、19

は先端部を切断した痕跡が明らかに残る。無

銭の鈷頭の加工途中品の可能‘性も考えられる。

挿入式鈷頭(25～28）25は肩平形で、側縁部

に交互に錨がつく。索孔は無く、両側縁に鈷

索連結用の狭りが入る。文様等はなく、全体

的に面取りの加工痕が残るが、丁寧に仕上げ

ている様子はない。26も同様。先端部欠損。

27は先端部両銭で体部にさらに両銭を2段有

する。刻線文が施され、体部の下寄りに表裏

両面穿孔の索孔を持ち、この部分までであれ

ば茎孔式と大差ない｡基部は削痕が多数残る。

28は先端部破損品だが、基部の形状・刻線文

等同じ。また、両者とも朱彩が施されている。

29は鈷頭未製品。鯨骨製で先端部・両側縁に

加工痕が残り、端部に切込みが入る。30～33

は破損品と考えられるが、30は下端部に切断

痕跡が明瞭に残るもので、意図的に切|険した

状況が窺える。34～39は切断痕跡が残る鹿角

の角先か話頭の先端部。37などは、周囲に多

くの削痕を残している。すべてが話頭とは限

らないが､6．16．18等切断痕を留める資料･も

あわせて、話頭の製作工程あるいは再加工の

状況を窺わせる資料として提示したい。

漁携具・釣針(40～111）

釣針には単式釣針、複式釣針がある。複式

釣針は主軸･複軸・針先に分かれる｡鹿角・獣

骨を素材としているが、ほとんどが鹿角製で

ある。

Aタイプ(40～43）主軸の糸かけ部分に痛状

の作り出しがあり、孔又は、広めの索溝が1

本ある。40．41は破損品であるが、破損部分

に面取り様の加工があり、腰部の段を利用し

て針先が取り付くのかもしれない。

Bタイプ(44）全容を知りうる資料がなかっ

たために、念のため区別した。Aタイプとは

腰部部分の作製方法が異なっている。

Cタイプ図化しなかったが､表C－1－72～

74．76．77が該当する。鹿角製の大型複式釣

針の主軸を一括した。Eタイプの針先結合部

分の再利用品あるいは材料かもしれない。

Dタイプ(45～58．69～91）複式釣針の中主

軸(49～51．69～75．82．83)､複軸(45～48

と破損品を一括した。49～54．57．58が完形

である。主軸頭部の糸かけは、厚さ2mm程度

で癌状につくられ、結合部は針先との合わせ

に斜めの面が取られ糸かけ様の癌か、ごく細

い溝が2～3本つけられている。72は、鈷頭

の転用品で磯部を針先の合わせ面に作り変え

ている。複軸は、両端に糸かけ様の癌か2～

3本の溝が切られ、同じ側に針先との結合面

が作られている。

Eタイプ(59．61．63～68）複式釣針主軸の

うち、海獣肋骨製でL字型を呈するものを一

括した｡素材によって腰部の角度は異なるが‐

直角に近いものが多くみられる。頭部の糸力

けは68を除き、癌状に作り出されている。針

との結合部分は、内側が面取りされホゾ穴様

の溝が掘られている。68の頭部には両側から

の穿孔がある。他に結合部分に溝のあるもの

が1例、側面に半円状の凹みのあるものが1

例ある。結合部分の破損が多い。

－2－



佐藤智雄・五十嵐貴久：能登川コレクションの骨角器について
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佐藤智雄・五十嵐貴久：能登川コレクションの骨角器について

Fタイプ(92～111）複式釣針の針先を一括し

た。鹿角製のものは棒状で、獣骨製のものに

板状を呈する。針先先端には93を除き逆刺力

あり、軸部との結合部は、例外なく斜･めに面

取りしてある。逆刺は、片逆刺(94～97.99～

103.105～107．109．111）・両逆刺（104.

108.110）・ひねり逆刺(92）・二段逆刺(98

があn、逆刺方向に面取りした結合部分があ

る。結合部分は2～3本の溝のあるものと、

癌のあるものがみられる。また、結合部分力

段状に太くなるものもある（97．103)。漁の

対･象によって区別があるものとみられる。

生活用具。刺突具(112～188）

先の尖っている道具の中、特に先端部分を

利用しているか、あるいは入念に加工の施さ

れているもので、器種の特定できないものを

刺突具とした。また、その中には魚骨の煎等

の可能性があるものも含む。タイプは先端部

の断面の形状が方形か円形かで分類し細分し

た。

Aタイプ(181～186）先端部が丸く、長さの

短いものを一括した。頭部はいずれもへら状

に加工している。181～184は先端部が段状で

ドリルとして区別できる。

Bタイプ(119～136.155～158）棒状の形態

で、先端部の断面が丸いものと、やや楕円の

ものがある。素材は魚骨と鹿角がある。119は

メカジキの吻端骨製。

Cタイプ°(116．117．137～153）先端部の断

面が方形となるものと、薄く板状になるもの

を一括した。116．117は共に獣骨製。軸も太

く先端部も鋭い｡137～153は断面板状である。

148～153は、側縁に使用痕がある。151は穿孔

痕が残っている。

Dタイプ(187.188）マグロ類の疎と、鹿角

を素材としている。断面カマボコ状で全体力

湾曲している。187の先端部は特に薄く、ドラ

イバー状に入念に研ぎ出されている。大きさ

は違うが、形態はイヌイットの脂肪の掻き取
誰2）

りへらに似ている。

Eタイプ(159～180）鳥骨製の刺突具を一括

した。先端部は斜･めに切り落とされた後に、

研磨されている。近位部の骨端を残すもの力

多く、165から180の様に軸部が破損する。

Fタイプ(114.115）エゾシカ尺骨を素材と

している。先端部分は細めの竹ベラ様である

が、断面が方形で側縁に使用痕がみられなし

ので刺突具とした｡115は全面に加工痕があり

先端は表面の剥落している。使用痕であろう

か。

Gタイプ．(112.113）イルカ類下顎骨を利用

している。112の先端は断面方形で、113は先

端部と両側縁を両側から薄く研ぎ出している。

Hタイプ(118．154．192．195)組合せヤス

と思われる。118は鯨骨製。装着部内面に面取

'I加工があり、外面には固定のための癌が2

段ある。192は片側に面取りがしてあり、195

は内面に装着用とみられる溝がある。リタッ

チャーの可能性もある。

生活用具・へら(189～191.193.194.196～218）

先端および側面が扇平に加工された道具の

中、刃部の幅が広いものをへらとした。素材

あるいは用途によるとみられるが、断面がカ

マボコ状となるもの､板状となるものがある。

握り部分あるいは全側縁を丁寧に加工してい

るもの、全体が板状で側縁を中心に刃部がつ

くられ、鋸歯状の刃部を持つナイフ状の加工

品もみられる。

Aタイプ(189.190）獣骨製で、長軸の先端

に使用痕がある。素材も肉厚で、断面は板状

である。

Bタイプ(196～209）鳥骨を短冊状に割った

ものを一括した。先端部はやや丸みを帯びる

が、側縁と先端に使用痕がある。196～199の

戸

－0一
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佐藤智雄・五十嵐貴久：能登川コレクションの骨角器について
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側縁には鋸歯状の刻みが入り、研ぎ出しに伴

う擦痕がある。ナイフであろうか。

Cタイプ．(210～213）ごく薄い板状の製品を

一括した。すべて陸獣骨製である。210．21二

が完形品である。級密質部分だけで、厚さは

1mmない。研ぎ出したものとみられるが用途

はわからない。

Dタイプ(214～218）厚さが2mm程度で、幅

10mm程の短冊･状に加工したものを一括した。

海獣の肋骨製とみられる｡214.215が完形品。

生活用具・骨針(219～259）

先端が尖ったものの中､器体が全体に細く

形状や断面形が均質なものを骨針とした。鹿

角・獣骨・烏骨の他、わずかであるが魚骨を

素材としている。加工は全面におよび全体を

丁寧に研磨している｡長さが100mmを越えるも

のは、軸部中央が太くなる傾向にある。破損

品には一部刺突具と区別しにくいものもある。

糸通しの孔や溝のある側を頭部とし、その形

状によってA～Dに分けた。

Aタイプ(226～231）頭部に糸通し用の孔力

あるもので、孔周辺に刻線による飾りのつく

もの。孔から頭部先端にかけて平行・矢羽根

状・渦状にごく細い刻線が施されている。子

は両側からの穿孔で、眼状である。231はCタ

イプであるが､飾りがあるので本群で扱った御

Bタイプ(219～225）頭部に孔があり飾りの

つかないもの。先端部につぶれ等の使用痕力

ある。孔側が破損しているものもある。孔は

Aタイプ同様に眼状。

Cタイプ°(240～258）頭部に溝のつけられる

もので、大（240）・小（241～258）に区別で

きる。このうち小は､烏骨を細く短冊状に切っ

て加工したもので断面方形となる。幅2mm、

厚さ1mm前後と､細くごく薄く短い｡251．252

は例外的に溝をつくらず頭部を面取りしてし

る。未製品かもしれない。

Dタイプ(233～239.259）全体の形状から骨

針として区別したが、糸を導くための加工力

わからないものを一括した。233と259は頭部

がへら状に加工されている。

生活用具・ヘアーピン(270～276）

頭部に刻線等による飾りがあり、器体が全

体に細く均質に整形され、先端部が丸く加工

されているものをヘアーピンとした。獣骨・

鳥骨を素材としている｡完形品は270のみであ

る。頭部の飾りはごく細い刻線で、実線ある

いは破線状の平行線（271.272）あるいは矢

羽根状（270）・たすき状（273）の文様が施

されている｡272は､刻線部分に朱彩している。

275.276は柄部分。入念に加工しているが、

刺突具かもしれない。

生活用具・針ケース(278～291）

鳥骨をほぼ一定の長さで輪切りにしたもの

で、内部は空洞、両切断面が面取りまたは使

用によって摩滅しているものを針ケースとし

て分類した。大きさと文様の有無から3タイ

プに分けられる。

Aタイプ(278.279）小型で刻線による飾り

のあるもの。278は40nim程の長さで､両端にそ

れぞれ1本、2本、中央部に3本の平行線に

よる刻線が施されている。279は、頭部に平行

線と斜線による刻みがある。両切断面ともよ

く摩滅している。

Bタイプ(280～285）小型で飾りのないもの

を一括した。50～60mni前後の長さで、3～4

:i::nほどの内径がある。図化しなかったが、骨

端のついた未製品もある。

Cタイプ(286～291）大型で､80～100mmある。

290は、両端と中央に2本一組の刻線がある。

291は切断面がよく摩滅している｡使用痕の少

ないものは副葬品かもしれない。

生活用具・スプーン(260～263.265～269)

匙部分のあるものをスフ。－ンとした｡262．

－8－
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263はヘアーピンの可能'性がある。

Aタイプ(260～263.269）動物彫刻のついた

本コレクション中最も著名な一群である。刻

線と盲孔による列点が装飾の特徴である。

Bタイプ(265～268）匙部の破片を一括した

内外面とも入念に研磨されている。266は、〈

びれ部がつくられている。267は、中央に穿子

がある。いずれもごく薄くつくられている。

装身具(292～303.310～313)

飾りに用いられたものの中、身体の装飾に

使用したと思われるものを装身具とした｡292

は、鹿角製の模造牙製品である。293は、イノ

シシ下顎犬歯製の腕輪であろうか｡294は鹿角

製の平玉。295．296は烏骨製の管玉と思われ

る。297はネズミザメの椎骨に穿孔したもの。

298は用途不明品で､ある｡299～301はスズキの

鯛蓋骨製品である｡302は鳥骨に一定間隔で深

めの刻線が入ったものである。玉の未製品力

もしれない｡311は海獣肋骨製の腕輪と思われ

る。スプーンと同様にシャープな刻線と盲孔

が付けられている。

312.313はイノシシ下顎犬歯の化石化したも

のを腕輪に加工している。明らかに搬入品と

みられる。穿孔方法に特徴がないために、材

料で入ったか、加工品で搬入されたかどう力

はわからない。310は腕輪としたが、スプーン

の彫刻部分の可能性もある。頭部の先端には

四肢をひろげた獣類（クマ？）が彫り出され

ている。

その他(264．277．304～309.314～325)

その他としたものには用途不明の骨角製品

と、自然遺物がある。

骨角製品(264．277．304～309.322～325）

264．277．322～325は骨棒ないしは指揮棒

とした用途不明品である。264．277は、いず

れも動物彫刻が付けられている。324．325に

は握部分が作られている。324の握（つか）の

両側には獣類（クマ）の頭部とみられる彫刻

がある。彫刻はスフ°－ンと異なり、主に研ぎ

で削り出されたものとみられる｡304～306は．

両端に穿孔のある小札状の製品である。太め

の刻線が表側（骨の内側）に施されている。
笠（3）

よく似た製品が古代にある。

308.309は従来弓筈型骨器と呼ばれていたも

のである。器体には、精徴な文様が施されて

いる。

自然遺物(314～321）314～321はホホジロサ

メの歯である。1頭分11個が出土している。

副葬品とみられる。他にオオノガイが5個出

土している。これも副葬品であろう。

本稿を起こすに当り、国立歴史民俗博物館

助教授の西本豊弘氏と東京大学文学部助手の

新美倫子氏に資料の同定や区分について多く

の助言を頂いた。記してお礼申し上げます。

また、原稿の作成にあたっては、古屋敷貝｜

雄氏、福田裕二氏に助言を頂いた。図版の作

成にあたっては、佐々木日登美氏と西川秋子

氏、角川睦子氏、笹野武則氏ほか多くの方々

にご協力を頂きました。感謝致します。

(函館市教育委員会文化財課学芸員

(函館市教育委員会石倉貝塚調査員

-//
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〔5〔

〔20‘§

〔3胃

〔23.5

〔2《

〔33

〔42

〔34．5

〔41．5

〔30.5

〔45

〔50.5

〔84

〔48.4

〔17．3

〔5C

票

〔31

35.

〔54.s

〔44

〔87‘

〔87

71.量

85．2

8C

92.二

2．1

3.I

37.菖弓

77

55.三

〔3ビ

〔42．2

58.三

〔48.E

77.爵

12．．こ

19.ろ

〔12．5

14.E

16.三

19．2

20．7

20．5

19．3

18．2

17．釜

18－5

9．5

17．31

27.畠

18

211

31．5

15.島

｜
画
■
■

19．9

11.爵．

の10

6．

15‘

〔12：

9．

17．

11．

7．7

7.§

10．

7．E

〔19.4：

10．

21‐

⑦‘

の5．1

の6．I

4.［

巾7．1

の5．I

巾5．I

6．5

6．s

1.1

〕.I

15.；

10．1

7．8

9－7

7．6

10.‐

7皇6

9．8

〔9．8］

8.8

10－1

11_：

9.5

9.5

8.5

10.31

11．

9.5

9.6

8-3

9.3

7-5

9-4

11.畠

10．2

6－I

〔7.5

7.‘

10.〔

6.」

〔4.5

5．1

6.1

－ﾗヨ

4．1

〔8〕

6．：

6．1

8．1

6J

10．6

4.】

3‘！

3．1

3.1

6．1

5.‘

衝 考

石括装藩タイプ刻臓あり

石銘詫簸タイプ刻繊あり一端タール桐

朱彩先端部再加工刻線あ1

不明刻線あり副陣品

索孔あり削痕あり尾部切断痕あ

側緑片アグ先端部切断痩あI

索孔あり先蝋部片アグ体部片アク

巽孔あり晩成皮先亀郡片アグ体郵双アク

索孔なし先蝋部双アグ体部双アク

索孔3

索孔

察孔

索孔

索孔

索孔3

先端部切断痕あり江戸時代？

残片索孔あり茎孔の痕跡有L

先堵部再加工痕あり

ター

索孔2

索孔8

索孔8

索孔（

索孔8

索孔a

索孔なしオホーツク

索孔なし

索孔あり

索孔あり朱彩痕あり

先建郵・側樽部図取り加工尾露切り込みあ

索孔の痕跡あり切除片？

索孔の痕跡あり？片アグ2段

焼成痕先堵部双アグ

多アグ括頭先端部

残片（鹿角角先の上

残片（鹿角角先の切

残片（鹿角角先の6

残片（鹿角角先の@

残片（鹿角角先の、

残片（鹿角角先の、

先噛部片アグ

先瑞部片アグ

焼成痕アグのみ

焼成痕アグのみ

焼疲あり蝋部尖堵のみ？

括頭か尖頭鼎の残片

両培切り落とし

未鎖品？両培切り落とし

切り落とし痕有り

切断痕あ

切断痕有り

話頭先噛破片

不明未製品両堵切り落とし

未製品？加工痕あり刻線？あ

頭部作出

頭部作出

弧部作出

複紬？

複紬

複紬？

上下にタール複紬？

複紬

結合部段太

L字型？

L字型

先端部双アク

先端部双アク

先端部双アク

先蝋部双アク

先端部双アク

焼成痕先端部双アグ

先蝋部切り落と艮．

先噛部
－

先端部

先端部）

跡あり先端部形状不明

先端部形状不明

先竣部双アグ？

犬不明

犬不明

犬不明

ﾉ落とし？）

落とし？）

落とし？）

落とし？）

落とし？）

落とし？）

登釘

C－1

C･1

C-1

C－1

C-1

E-1

C-1

C-1

C－1

C－1

C-1

C-1

C-1

C・

C‐

C・

心ロ

C・

C‐

C・

C・

C・

C・

c・

番岳

3－墓

式

－

F

3－

3－3

F21
－

38

F：

F3

3－1

291

85

111

12．

F34

F龍
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梅回船

76

牙

大分顕

漁桝，

漁撹，

漁撹，

漁撹，

漁撹：

漁掴，

漣撹，

漁損，

漁朔，

漁撹凱
－

漁掛具

漁摺，
－

漁撹具

漁撹，

瀦捌：

漁撹，

漁撹，

激撹，

漁撹：
一

i魚湧，
－

漁撹具

漁柵､

:魚柵｡

漁撹，

漁撹副

漁朔，

漁撹、

漁撹，

魚撹具

漁撹：

漁捌，

漁禰：

漁撹：

漁撹：
一

漁撹具

漁撹，

漁研，

漁撹：

漁撹，

漁柵．

漁櫓：

漁撹：
－

漁撹具

漁携：

漁撹：

魚扮具

漁拐1

漁捌，

漁撹，

漁撹引

漁撹，

漁掃，

漁桝’

漁撹引

漁携引

漁携」

魚播具

漁摺引

漁撹，

漁撹，

漁掴』

漁桝，

魚朔具

漁撹：

漁撹，

漁撹，

漁桐，

漁撹：

漁撹：

漁撹，

漁拐：

漁撹，

漁撹，

魚撹具

漁撹，

漁桝，

漁桝‘

漁桝：

漁柵，

漁撹：

漁撹：

漁播，

漁場，

漁場；

名称

釣針

釣針

釣針

的針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

釣針

ヤス

ヤス

ヤス‘

ヤス‘

細分類

針釣

紬閣

計針

馳聞

紬周

軸圃

軸闇

紬罰

馳罰

紬目

紬周

紬間

紬9

紬圃

馳圏

紬闇

馳冒

針員

紬§

馳f

鮎I

軸I

瞳I

蛤I

紬I

紬I

紬I

紬I

軸I

軸I

紬I

軸I

姑I

軸I

姑I

軸I

軸モ

紬I

紬I

馳I

賊I

軸I

紬I

紬I

翰［

踏部

紬モ

紬モ

紬I

肋I

針針

針針

針員

針儲

計晶

針劇

組合せヤブ

組合せヤス頭部ク

未製5

組合せヤス‘

f先

+先

+先

十先

素絹

鹿角

匪角

鹿角

鹿角

海獣骨

海獣骨

海猷骨

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

海獣骨

匪角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

不明

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

海風日

海獣伺

海獣側

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

獣骨

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

旺角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

歴角

鹿角

鹿角

不明

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

獣骨

醜骨

鹿角

鹿角

鹿角

甑位

肋イ

肋1

肋イ

肋1

肋’

肋,

肋，

完欠

部分

部分

部分

部分

部分

部哉

部針

部罰

部ま

部夕

部夕

部チ

部f

部チ

部う

部分

部タ

部う

部チ

部ま

部夕

部う

部う

部う

部サ

部チ

部チ

部チ

部夕

部ナ

部チ

部チ

部ナ

部チ

部う

部う

‘部分

部ま

部う

部缶

部タ

部チ

部哉

部う

部ま

部チ

一部ク

部f

部ナ

部分

半唖閥

部う

部分

部ナ

部チ

郎缶

部会

長さ

86．2

44.竜

〔96．5言

111

95．5

‐二一

〔44.2〕

〔52〕

〔25.5〕

〔30．8

〔32〕

〔33.4〕

〔Z6〕

【25．8

〔28

〔31

〔30

〔69.

〔64

〔61

〔33

〔65

〔123.8：

〔112：

〔100.5：

〔83〕

〔7：

〔80〕

〔77〕

〔54.3〕

〔5.5

〔25〕

〔17〕

〔30〕

〔35.8〕

〔37.5〕

42．1

〔38

〔34

47,

〔52〕

〔30．2〕

〔42〕

33.‘

35.‘

33.I

〔32.2〕

33.I

26.‘

〔39〕

〔24F

37.

〔23〕

40．

〔36.8〕

〔58〕

〔37〕

〔39.2〕

34

〔90.5〕

10

〔95.5〕

6．5

7．

6.6

7．2

巾5．2

q昌
一舎哩

巾5

6.s

12．8

心4．［

の5．5

5－2

の3．［

6．5

心5．5

8．5

6.E

由6．E

の4．〔

巾4．Z

aF

ゆき

24．5

7.§

14．5

13．5

の4．〔

6.§

9.ミ

9.E

11.二

6.旦宣

5.2

の7．ビ

6.§

5.〔

5.§

5.§

4－f

6.Z

8.〔

5.2

巾6．2

6.2

7.§

5.§

6-2

ロェ

7.〔

6.〔

g《

10．3

12.弓

の3．5

の22.言

Z3．巻

海:

4.2

7.5

5.5

6.2

6.2

d7

7．5

5．8

4－2

5．2

7．4

5.5

5．5

3．1

19.I

10．1

〔10.5〕

〔11〕

6．2

7．2

6．2

8．8

5．8

5．8

42

4.3

4．5

4．2

4．8

4に

4．5

2．5

4．3

4．3

4.5

2．3

3．2

6．4

4．3

1.8

〔8.5〕

5.E

〔7.5］

15－1

侭

片逆刺C-1-84と岨合せ？

L字型

片逆刺C-1-92と岨合せ？

L字型

L字型

L字型

L字型

L字型

踊先転用品

未副品？

焼痕のある残片

焼痕のある残片

軸部団

L字型

切断痕あ4

軸部破損品

紬部破損品

紬部破損品

紬部破損品

紬部破損品

L字製

L字製

L字塑

L字製

L字里

L字型

L字型

大聖

穿孔痕あ！

紬部、

両逆瀬

逆碩

片逆束

片逆東

片逆瀬

結合部段太片逆調

二段逆調

片逆東

片逆東

片逆東

片逆東

姑合部段太片逆調

両逆期

片逆東

片逆刺

片逆願

両逆東

片逆瀬

両逆索

片逆暇

片逆刺

片逆調

片逆東

両逆刺（片側逆刺2段I

切落括先転用品1

骨針？釣針1

叉状ヤス

ヤス先端部段状

ヘラ？リタッチャー？

登買弓

C-1

C-1

C-1

C－1

番号

9C

L

3－5

135

F3

28

F1

30

一品

型

。に

且2」

_亜」

旦旦」
28：
一

詞
一

型

。［

つ［

25

匡雷

つ丘

A【

pL

｡▲こ

JZ
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挿図胸 大分関

負瀞具

名称

ヤス

細分知

岨合せヤ』

粟＊

餌伺

郎位 完欠

部チ

長さ

〔40．6〕 17．1

寓さ

9．5

償 考 丑7二

C-1

番f

F3

Z4

27

31

毛

_且Z」
_旦旦」

_聖」

_§Q」

型
飼
一

_堅」
64

_亜」

_亜」
67

_聖」

ZQ」

ZU

Zz」
73
一

5̂1
_Z且」

/!」

7旦」

_且Q」

_里」

_聖_’

_堅」

84」

861－－－」

－

88

生活用具

生活用具

生活用県

生活用展

生活用具

生活用産

生活用具

生活用具

生活用勇

生活用具

生活用員

生活用具

生活用項

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用男

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用奨

生活用具

生活用具

生活用具

佳景用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用呈

生活用具

生活用具

;用具

;用具

;用具

『用具

i用具

i用具

i用息

i用具

i用具

i用呉

i用具

『用具

｢用具

i用：

i用，

i用具

i用三

i用､

i用

i用，

i用，

i用､

i用､

I用､

i用、

i用，

I用，

i用，

i用､

i用具

用具

i用具

i用具

刺突員

調

刺突員

刺突員

刺突具

刺突具

刺突員

刺突員

刺突具

刺突具

刺突員

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

剰突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突員

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

g具

g具

臣員

ワロ
ごァ

■
矛
Ｄ
こ

聖

琴

邸

郡

郡

郡

郡

郡

頭部』

先端I

先端モ

先堵I

先嬬§

先蝋I

先端I

先端部‘

先端部』

堵部欠
存
琶
凹

一

噛部』

頭部タ

矯部ク

蝋部久

瑞部久

先端間

柄副

先噛部の2

先蟻厨

先噛部9

先噛部のa

端部'

頭部，

端部ク

頭部欠1

一部ク

端部ク

先端8

囲部ク

頭部ク

端部ク

端部欠

燐部ク

先端9

先端8

固端部

先端9

先端9

先端9

先蝋9

頭部ク

先蝋8

先端9

先賭部のみ

先堵風

柄間

マグロ曇

猷骨

鳥骨

獣側

不朗

魚骨

震角

鹿角

鹿角

鹿角

不明

オットセミ

鹿角

鹿角

鹿角

鳥骨

鳥骨

鳥骨

海鼠骨

鳥骨

鳥骨

戯骨

獣骨

鹿角

エゾシ上

匪角

鹿角

イルカ悪

鹿角

鹿角

鳥骨

マグロ

鳥骨

マグロ

エゾシカ

アホウ鳥

アホウ塁

海ウ額

鳥骨

ウ室

ウ:覇

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

不明

鳥骨

島骨

不明

不明

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

獣骨

獣骨

獣骨

烏骨

猷骨

鹿角

マグロ

鹿角

イルカ頚

不明

鹿角

獣骨

鹿角

鹿角

海獣骨

鹿角

鯨突』

肌ゼ

肋1

下畷1
－

硯突1

醜突歯

P手・中足骨

尺1
シ

尺骨
－

喚骨

尺個

尺伺

撹個

椀個

－

醜突1

F覗骨

部ナ

部う

部夕

部ラ

部ま

部分

部ジ

部ザ

部缶

部夕

部哉

部夕

部劣

部豊

部分

部分

部分

部分

部分

部劣

郎劣

部分

部分

部分

部分

部分

部矧

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部拐

部罰

145，

〔81.2〕

〔99.5〕

〔74．8〕

78．．

81．，

〔21

〔24

〔47.

〔51

〔68.5】

〔72.5〕

〔7；

12

〔112．5】

〔8（

〔96

250．

26（

136．

〔115，5〕

12

〔117〕

12

〔101.s

〔9

〔8

〔8

〔75.§

〔61.！

〔52.2

〔4〔

r6【

〔49,6〕

37．1

〔36．5〕

49．

169．

100．

227．

〔51〕

〔65〕

40.と

〔40.2〕

〔64〕

'0．

16．

'9．

'8.2］

i1．2］

j9．6

67.；

i0.5〕

'0.8】

12．9

6.§

4．9

＝■■■

／_二

5.2

4.〔

〔7〕

7.E

5.§

5.3

6．2

〔22.5

20．2

13．9

11.善

9.5

3．8

6.5

5.8

5.2

3

7.5

5.4

5.5

4.9

4.5

4.6

3.9

5.5

7.3

9.5

〔6.5〕

5‘2

14．2

7．

11-こ

4．5

6．2

5.9

5
－

_皇旦」
).5
《
侭争

７
‐

6．8

5.［

3．3

1.E

4．5

3．5

4．5

3．4

4.3

3.5

〔2〕

5．8

3．5

4．5

4．5

4．8

5.5

3且I

〔3〕

3.8

5.5

8.2

3.5

7.5

5.5

4.5

6.2

4.4

5.7

9.5

4.3

5.5

3.7

3.5

3.5

4.2

42

3-9

〔5

10.旨

14．4

4.5

8.5

1.8

4－5

3.9

4.5

先端部段拙

刻練あり

骨針1

涯亜か尖顔冊の残片

猛頭か尖頭器の残片

雲か尖頭窯の残片孔痘あり

先蝋部段状皿部切醐

括頭か尖頭船の残片

逆刺あ！

先端部段状？

未製品？‐

柄（顔）部面取り

先蝉庫測

官孔あり

先堵近くに穿孔痕あし

孔あり

ナイフ？

先端部摩滅段状加工

骨蝋あり

刺突具破損品再

刺突具破損品再

刺突具破損品再

刺突具破損品再

刺突具破損品再利用風化

断面カマポコ状

断面カマポコ状半幽品

括頭か尖顔秘の残片焼痩あり

穿孔寂あり鱈頭？

刻観あり

尖頭器残片

括頭か尖頭鼎の残片？

詞先端部段が

C-1

C-1

C-1

C-1

C-1

C-1

C-1

C－1

C－1

C－1

C－1

C･1

C－1

C－1

C－1

C－1

C－1

C-1

C-1

C-1

C-1

38

23

24

24

36

27

45

30

19

23

29

37

45

44

44

45

35

7－9

351

3－1

27

32

32

32

32

32

34

33

33

34

38

33

33

33

34

34

34

34

34

34

34

34

19

27

28

Z4

24

＝］。

。【

ヨ2

写

生活用鼻

生活用要

生活用雲

生活用具

生活用倶

i用具

i用具

｢用具

i用具

i用具

刺突現

刺突風

刺突員

刺突貝

弱I突具

刺突員

刺突具

刺突貝

刺突員

刺突具

頭部4

頭部』

近位部2

頭部』

イルカRj

イルカRj

エゾシカ

メカジキ

海獣日

エゾシ土

マグロ

下噸1

下噸イ

尺骨左

尺骨Z

中足骨

中手・中足.

吻蝿､

肋f

中手・中足‘

腺突』

部ナ

部う

部チ

部う

一部ク

〔147.8：

〔Z14.5：

〔206.5：

18

〔160.5：

]1：

56‘

42‘

13．

55‘

29.島

毎

め4．

9.§

3.と

23.I

25．，

10．1

7．2

C－1

C-1

C-1

C-1

C-1

C-1

C－1

44
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博閣的

20

2C

202

203

204

205

206

208

209

21

22

22

22

22

22

22

22

227

22

229

23’

23

23

23

23

23

23

238
－

23

97

大分囚

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

牛蚕用具

生活用具

と蚤用具

牛落用具

隼蓋用具

生活用具

学蓋用具

生活用具

生活用具

生活用具

生

と蓋用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生蓋用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

牛塞用具

生活用具

生活用具
一

生活用具

装身品

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

生活用具

i用;宝．

i用

i用．

i用具

;用具

i用：

i用具

i用．

;用具

i用具

i用：

『用！

i用具

i用具

i用具

i用具

i用具

i用具

i用：

i用具

i用．

;用

i用！

i用具

i用具

i用具

i用具

i用具

i用具

i用具

i用具

『用具

i用具

i用具

i用具

i用具

『用．

I用．

i用：

名称

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

刺突具

へb

へら

へり

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へI

へら

へ

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へ1

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

へら

骨針

骨計

骨針

骨計

骨針

骨針

骨針

骨針

骨針

細分顔

瑞部ク

先甥部の易

先培部1

先蝿g

先瑞9

《
詩
一

一

先端8

両端ク

先端部の易

先端部の易

両媛ク

部ナ

先端§

一罰ク

瑞部ク

先培部ク

先端部ク

蟻部ク

先堵8

賭部ク

蝿部ク

端部ク

培部ク

噛部ク

瑞部タ

頭部タ

両端タ

先蟻部ク

先端部ク

先端部ク

両堵ク

両端部ク

先端部ク

先端部ク

堵部ク

残ク

先端部のa

端部ク

柄部の2

賭部の易

端目

蟻部

蝿8

丙蟻部ク

丙鑑部ク

蟻9

頭部ク

頭部ク

頭部欠

頭部ク

累材

不明

オットセイ

陸獣骨

タヌキ？

鳥骨

鳥骨

獣骨

不明

猷骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鹿角

海猷骨

鹿角

海獣骨

イルカ室

イルカ類

エゾシカ

エゾシカ

館骨

エゾシカ

鹿角

亜角

鳥骨

鳥骨

不明

エゾシカ

鳥骨

畠骨

昌骨

島骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

陸獣骨

陸猷骨

陸猷骨

陸獣骨

不明

不明

獣骨

猷骨

隙骨

エゾシカ

鹿角

不明

畝骨

鹿角

鹿角

鳥骨

獣骨

磁骨

鹿角

獣骨

陸猷骨

陸盟骨

烏骨

不明

不明

獣骨

鹿角

獣骨

鹿角

鹿角

殴骨

鹿角

猷骨

鹿角

歴角

マグロ

鹿角

Ⅸ骨

不明

猷骨

マグロ

鹿角

鹿角

匪角

鹿角
一

鹿角

部位

ペニスポーン1

下甑イ

下顎f

中手・中足ウ

中足伺

上腕名

上碗目

上腕制

上腕梱

上暁慣

上暁イ

上腕制

上碗個

上腕1

上院1

肋刊

肋佃

肋召

肋イ

肋a

肋個

肋個

中手・中足イ

’

肋梱

肋個

肋伺

訪日

肋制

上暁梱

肋伺

腿突出

鯨突茜

誹判

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部男

部舟

部分

部分

部飼

部分

部分

部う1

部分

部分

部制

部針

部劣

部葡

部分

部舟

部謝

部労

完？

部針

部舟

部分

部分

部劣

部分

部分

部制

部分

部分

部舟

部剥

一部久

部分

部分

部男

部飼

郡分

部分

部扮

部剥

部舟

完？

部男

部分

部分

部分

部分

長さ

〔86.〔

〔62

〔5§

〔51

48.吾

〔67

〔5（

〔59.§

〔7〔

〔6Z

62

〔63.1

50.§

〔4§

〔4§

〔75.5〕

180．

158．

11

〔92.5〕

〔65.5〕

〔5〔

〔73〕

〔104〕

〔80.3〕

〔62.7〕

〔82.9〕

〔9

96．2

〔74〕

〔53〕

77.二

72．8

【73.6〕

〔82.2〕

〔49.5〕

144．

〔34〕

〔82.5〕

86．5

〔5

69．8

〔18〕

〔64〕

〔4al】

〔79.（

〔44.5〕

21:

〔128.6〕

〔77．8〕

〔22〕

〔35.3】

〔52.8〕

〔26.2〕

〔55〕

〔59.2〕

〔38.2〕

〔67.8〕

93．2

〔156.5〕

93．8

i3．

旧･

)8．

10

〕2.5〕

〕5．5

〕8.5

127〕

0.5

ﾗ3．

i7〕

24〕

9．i
－

【
》

11．

4.‘

〔11．5：
一

〔10：

〔9.5〕

〔19．5

9.2

22

13.壱

23

7．

12.三

13．5

7．

7.5

11.茸

12.＝

9.2

9.5

9．

11.壱

22.豆

19．5

15．5

13－8

11-三

9.3

〔10〕

〔25.5

〔19〕

ゆ5．5

4.2

ゆ4．5

5.7

5-5

〔4.8〕

4.8

15．9

5.5

6.6

7
－

4．

4.5

6.9

巾5．2

の4．8

6.2

一

高さ

11.己

8．1

2．5

6．1

5．1

1.8

1.8

〔4．8

〔3‘3

3.’

2．8

〔3

7.I

14.§

11.量

11.そ

2.5

4-5

3.4

2.9

3.8

5.5

1.8

1.3

1.5

4.5

4.2

7.2

5.5

8.2

6.8

5-5

3.5

3.3

1.2

〔1

3.2

〔4.8

〔3

4.7

5．5

4-6

3.5

4.3

5.2

3.8

5.5

4.7

4.8

3．1
－

3.5

5.2

5.1

働 創

鹿角？魚骨？残片

骨端あり

残欠

焼痕のある残片

未製品？

リタッチャー？

両端に加工先端部作出

ナイフ？

ナイフ？

ナイフ？鋸歯状

ナイフ？

ナイフ？

板状先蝋部あり

板状

板状

板状

板状

頭部切り込みあり

残片

破損品

先瑞部へラ状

刺突具？

板状

板状

先蟻部

阪状

鋸歯状ナイフ？

スプーン

孔あり

骨？孔あ

焼成痕・孔あり

孔あり

孔あり

破損部に孔痩跡あり

孔あり

骨針頭孔茂

骨針頭孔を

骨針頭孔あI

頭部飾りあり

中間部孔・刻みあり

骨計頭刻線あり

マグロ額鯨突起

頭部へラ状・先噛部摩滅

先端部欠

登伺

C・

C・

C・

C-1

C－1

C-1

C-1

|C‘

c

|C
ー

C-1

C-1

e-

C-1

IC

c

C‘

番号

28

28’

3Z

33

35’

36’

36

36

37

37

38

38

45

451

45

45

46

3－啓一

304

30

29

27

36

36

36

37

’351
36

36

’351
37

35

3s

35

35

37

31

32

37

37

27

Z9

29

291

29

30

30

I：
37

38

38

’45（
46

20

’201
20

20

20

20

3－2

21

’211
22

24

23

22

22

22

22
－

－－屯

22‘

2Z
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挿図胸

240

241

242

24三

244

24畠

24〔

24言

z4E

24§

25（

251

252

25目

25と

255

25畠

25言

2SE

Z5g

26C

26

262

263

263

26三

266

267

Z68

Z69

269

270

271

27Z

273

27昌

275

276

278

279

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

290

29

大分里

生活用』

生活用』

生活用』

生活用；

生活用』

生活用』

生活用』

生活用』

生活用』

生活用』

生活用等

生活用月

生活用』

生活用』

生活用鼻

生活用鼻

年云用鼻

生活用』

生活用』

生活用』

牛矯用』

牛活用鼎

生活用等

生活用＄

生活用3

生活用明

生活用夢

生活用鼻

生活用鼻

生活用県

生活用2

生活用隈

生活用F

生活用鼎

生活用具

生蓋用晶

生活用里

生活用具

隼蓑用具

生活用具

生活用具

と溝用具

生活用具

牛窯用員

生活用票

生活用員

装身，

藍身､

装身』

装身』

身』

装身』

装身』

身』

身』

装身』

生活用塁

生蓋用具

生活用具

生活用具

王

生活用鼻

生活用』

生活用』

『用具

『用具

i用具

｢用具

i用具

i用具

｢用具

i用具

;用具

i用具

i用具

i用呈

i用具

活用,

i用具

;用具

i用妾

;用呉

;用三

;用具

名￥

骨針

骨針

骨針

骨針

骨針

骨針

骨3．

骨8

骨3“

骨81

骨＆

骨81

骨酬

骨針

骨酬

骨酬

骨馴

骨81

骨訓

骨針

スプ．

スブー：

スプ

スプ.

スプ。

スプ．

スプ．

スプ‘

スブ。

スプ．

スプー

スプ．

スプ．

スプ．

スプ．

スプー：

ヘアーピン

ヘアーピン

ヘアーピン

ヘアーピン

ヘアーピン

ヘアーピン

ヘアーピン

ヘアーピン

ヘアーピン

ヘアーピン

計ケー』

計ケー』

針ケーョ

計ケー：

針ケー』

針ケー』

針ケー』

計ケー由

針ケー』

針ケー‘

針ケー，

計ケー‘

針ケー、

針ケー；

針ケーニ

」

細分旬

先端部』

先端部4

端部'

端部1

端部タ

端部ク

堵部，

畷部：

両端部タ

先噛8

先蟻部の3

－

部1

端部』

蝋部：

匙I

匙（？）I

匙（？）I

先竣』

匙部

匙部

匙I

匙（？）I

匙I

先端部』

先端部』

先端部』

両蝋部』

柄I

噛部』

瑞部’
－

一部欠

一部’

一部2

累巾

Ⅸヌ

鳥f

鳥召

烏f

日刊

鳥旧

鳥梱

鳥侶

烏骨

鳥骨

鳥日

鳥判

不明

鳥個

鳥骨

鳥吾

鳥骨

鹿侭

亜混

亜笈

鹿負

鹿復

鹿負

鹿夕

獣個

鹿便

不軍

鹿置

鹿芦

鳥側

鳥側

鳥伺

鹿臼

歴征

鹿角

匪貿

鹿伽

鹿飼

鹿角

匪負

歓日

鹿角

イルカRj

鹿角

鹿角

イルカ言

陸臥伺

海猷側

イルカ証

不朗

鹿角

鹿角

水ナギ風

海獣側

鳥伺

海猷骨

海獣刊

マグロ

マグロ

オットセ剣

鳥伺

鳥伺

水ナギ魚

鳥刊

鳥伺

鳥伺

カイツブリ？

鳥骨

鳥伺

鳥骨

鳥側

鳥刊

鳥側

鳥刊

水ナギ側

鳥骨

鳥侶

鳥骨

水ナギ鳥

不明

鳥骨

鳥骨

畠骨

鳥個

部位

下願う

下額，

肋f

下噸,

肋.

襖‘

隣,

上腕，

緋f

鮫突f

髄突2

僻1

二院目

二院制

上暁イ

上腕う

上暁1

上腕1

上院1

上腕骨

上腕骨

尺骨

尺骨

完欠

部劣

部劣

部罰

部劣

部劣

部鵠

部劣

部劣

部劣

部昂

部劣

一部，

部箭

部分

部分

部分

部う

部う

部ラ

部チ

部う

一部ク

一部ク

一部ク

一部ク

一部ク

畿曜ク

一部ク

一部ク

邸ナ

一郡ク

一部ク

部う

部チ
一
霊
一

部チ

部ナ

一部』

一部ク

部チ

部ナ

部チ

部ナ

部ナ

部チ

部チ

一部ク

部う

部劣

部箭

部長

部受

部豊

部缶

長2

214．5

51．：

〔54〕

42．1

〔40．3〕

55．：

〔71.7〕

79．：

82．

104.3

88.i

〔63〕

71.；

〔35．

〔71.5〕

88．

〔82〕

〔72

〔71

〔31

〔88

〔128.Z

〔31写

〔23.5〕

133

〔1無

〔102.51

〔18

〔74

135

〔123.Z

〔103：

〔165.1〕’

〔77.2〕

10C

42．9

5.！

65.二

〔68．8〕

114．5

11壱

102．9

104．6

89.I

71．5

〔42〕

30.51

30．

〔29.6〕

'2．3

14．2

r1．雫

i3．2

喝.7〕

29.1〕

'1.1〕

)1．9

74．4：

74．8

17.Z

'7‘

17‘

10.2：

'6.3：

〔79〕

i6.三、

i8．2】

i9．6〕

iQl」

65．5

2．i

1.6

2.‘

1．1

2.1

1.8
■

．

2J

2.1

3．1

2.

巾i

の2

8.』

5．1

小4．』

の5‘i
－

の5．41

め4．：

4.i

2．1

2.i

〔6.5〕

27.二

26．8

｜
Ⅵ

30．5

〔2S

〔24.5

〔24.5

〔20．5

31.古

19.二

〔23.5

の（

心4．：

7.！

5.』

6.i

6.（

9.1

5.（

30．5

30－5

27舎冒

Z6．8

24.皇

17，3

7．

5.

5.I

5．1

5．1

5.‘

蘭さ

－

1．6

4.5

5．2

4.5

〔5.5：

5.1

9.2

10．

〔5.5：

4.（

aJ]
8．8

〔2．8：

〔11〕

2．4

〔1.8：

5.2

7．5

4．2

7．5

4．5

4．2

3．91

4.：

3.7

18．，

4.：

4.7

4.8

4.5

4.6

4-2

坐到

働 考

頭部刻み耐

頭付

頭付

頭付

頭付

頭付

頭付

頭付

顔付

頭付

剛付

頭付

頭倫

刺突具？

穿孔・焼痕のある残片

骨針頭孔あり

骨針囲

尖頭冊残片

括顛か尖囲鼎の残片

顔倫

頭付

頭付

未製品？

動物彫刻付（クマ】

動物彫刻付（イルカ？鯨？）

動物彫刻付（セミ鯨】

C-1-467と接合動物彫刻付（クマ】

C-1-309と捌

接合？彫刻桐

旦湛

孔あり

浅型（広口）

C-1-458と接合動物彫刻付（クマ〕

C-1-473と接合動物彫刻付（クマ）

浅型（広口

穿孔あり

刻線あり

浅型（広口）

眼部刻練文梯3

囲部刻線文槻3

頭部刻線文槻3

頭部刻線文機あ

頭部刻線文樵3

皿部飾りあり

柄（頭部）面取り

頭部飾りあり

刻練あり

大型月

大型■

大型月

大型■

大型〃

大型鳥

玉？

？
｝
エ

玉？

頭部飾りあし

登昌

C-．

E‐‘

C=．

C-．

C=‘

C－．

C-.

C-．

Cざ

E一・

C-．

C－‘

Cざ

C一1

C-1

C-1

C-1

C-1

C-1

C－1

C-‘

C-．

C‐’

Cざ

番モ

20

26’

26

261

264

265

262

256

259

251

254

3－19

253

255

245

258

268

266

221

225

231

232

233

238

24了

249

250

292

270

3－15

466

309

46

47

47’

473

45

46

46

47

3－

2C

21

47

4C

4C

39

39

4C

39

39

391
－

393

394

397

398

402

404

405

406

408
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表6

－20－

挿閣H

294

295

Z9f

297

302

292

Z99

300

301

303

293

30

3C

3C

3C

29

3C

3C

311

26

27

32

32

32

32

32

32

大分罰

生活用凋

生活用具

生活用三

牛蚤用具

装身:

装身。

装身ョ

装身』

装身』

装身』

装身イ

装身』

装身」

装身』

装身』

装身』

装身』

装身』

装身』

装身」

装身」

装身』

装身」

装身」

装身」

装身」

装身』

装身」

装身」

装身」

装身」

装身」

装身」

装身」

護身』

装身」

装身」

装身』

装身星

装身隈

装身鼻

身』

装身黒

そのfI

その側

その州

そのfM

そのfi

そのfI

そのfi

そのfI

そのfH

そのfH

そのfH

そのfi

その冊

その州

その冊

その側

その1

その州

その6

その1

その刑

その1

その州

その1

そのH

その附

そのH

その1

その1

その1

そのN

その1

そのN

そのI

そのI

その1

その6

その1

｢用具

1用具

用具

名称

計ケー

計ケープ

計ケーニ

針ケー易

模造牙製品

平玉

平玉

平玉

平玉

平玉

平玉

平玉

平玉

平玉

平玉

平玉

平玉

平玉

平玉

貝輪

貝輯

貝輪

貝輪

貝輪

貝翰

貝翰

貝輪

貝輯

暁輪

腕翰

碗輪

暁蛤

院輸

骨角製母

骨角製5

骨角製5

骨角製5

腰飾り7

骨角製商

骨角製間

骨角製5

骨角盟

骨角製5

骨角製5

骨角製5

骨角製5

骨角製5

骨角製5

骨角製品

自然遺瑚

自然週射

自然週弔

自然遺珊

自然遇弔

自然遺判

自耀遺制

自然遺判

自然遺剰

自然遇瑚

自然遺判

自然遺判

目然退判

自然遇判

自然週判

自然週＃

自然遺秒

自然週秒

自然遺判

自然遺物
一

自然遺判
一

残｝

ケー；

ケーニ

ケー：

細分男

一部ク

残ク

残ク

残ク

一部タ

一部'

完形

端部ク

ほぼ完月

ほぼ完刑

暁輪状装飾5

腕輪状装飾5

暁輪状装飾師

腕輪状装飾5

半ク

弓筈且

弓筈且

碗幽

骨料

骨棒彫刻9

骨桐

骨

不明

i揮棒頭部欠

旨揮棒先端圏

i揮棒先端欠

I揮樽

緊材

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鳥骨

鹿角

鳥骨

鳥骨

ネズミザメ

鳥骨

鹿角

獣骨

猷骨

鳥骨

獣骨

鹿角

スズキ

スズキ

スズキ

スズキ

スズキ

スズキ

スズキ

スズキ

スズキ

スズキ

スズキ

鹿角

鹿角

ホホジロサメ

ユキノカサ？

タマキガイ刑

エゾタマキガイ

エゾタマキガィ

タマキガイ訓

タマキガイ顕

タマキガイ刑

ユキノカサ

ユキノカサ？

イノシシ

海世骨

イノ

イノ

海獣骨

エゾシカ

鹿角

鳥骨

鹿角

鹿角

不明

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鹿角

鯨骨

ホホジロサ

ホホジロサ

ホホジロサ‘

ホホジロサ.

ホホジロサ

ホホジロサ

ホホジロサ.

ホホジロサ

ホホジロサ

ホホジロサ

ホホジロサ

ホホジロサ

ホホジロサメ

オオノガ

オオノガイ

オオノガ

オオノガイ

オオノガイ

不日

不ロ

不E

鹿角

シカ

シカ

部位

上院イ

上院1

上腕1

鯉逼1

鯉董1

腿董イ

蝿蓋イ

鰹董イ

妃董佃

腿亜イ

鯉蓋イ

腿蓋イ

配盃イ

庇五個

椎梱

下甑犬歯方

下噸犬歯毛

中手・中足骨1

中手・中足骨1

中手・中足骨1

中手・中足骨？

部劣

部劣

部劣

部分

半製呂

半製侃

未製品

未製品

未製罰

未製品

一部久

部舟

部分

一部久

部分

部舟

部分

部分

部舟

部舟

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分？

部分？

部分

－琶i

部分

部分

部分

部分

半製品

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分

部分？

長さ

56．1

〔4§

69．5

〔29〕

20．5×1

15.（

53．号

69.ミ

65．8

36．1

31．-三

29.二

37.己

33．6

51×43

49×49

46×45

42×42

〔52

〔6

〔46.〔

126．

1Z’

〔61.（

75．1

Z

58.子

〔66.I

21.臣

〔42

〔3§

〔5F

15：

50.-.

〔71

〔14

〔17

〔168

〔282

〔11

〔14.I

〔15.I

〔11

〔24.1

〔18.i

〔20．1

18．2

40．5

34．6

36･2

42．2

〔30.E

7.2

巾11．5

34，

の

6．

7.8

4．

18．5

36．5

F

39．5

〔33.5〕

30．5

14.：

3．

3.2

2.2

〔3〕

〔3.5〕

〔3〕

〔4〕

〔3.5〕

12．5

24‘

18‘

19‘

22‘

19‘

〔12.2：

〔9.2〕

〔2画

21．

13.

41．

8.E

14．

14．

21－

巾5

巾‘

小1

①4

〔11】

4.8

5.5

8.9

7.6

7．

5.5

6.5

5.5

6.5

6.5

5.4

25．6

9.8

8.8

3‘5

8.5

1.8

21.皇

1.8

6.I

5.2

4.I

7.‘

12.三

22.島

12.島

2．1

10．5
｜

■

‐

可

訓
一

3．1

4.‘

4.‘

4．1

4．1

－

21_ぞ

30．8

3.8

1．2

僧 護

大型鳥

大型鳥

大型鳥刻練あり

大型鳥？

大型玉

刻線あり

骨端獣

骨端成

骨端あ

骨端茂

セット？

セット？

セット？

セット？

セット？

セット？

セット？

セット？

セット？

セット？

セット？

風化

破損品

破損品

破損品

破損品

破損品

462と対孔あり化石

463と対孔あり化石

刻線あり

噛闘

端間

端副

端囲

栓？0

弓筈又は栓？弥生系

弓筈又は栓？弥生系彫刻剥落

動物彫刻付（クマ）スプーン

動物彫刻付（カメ）

動物彫刻付（オサガメ

動物彫刻付（クマ

先蛎部のみ

穿孔あり

動物彫刻付（クマー

一頭分・副葬品？

一頭分・副葬品？

一頭分・副葬品？

一頭分・副陣品？

一頭分・副葬品？

一頭分・副葬品？

一頭分・副葬品？

一頭分・副葬品？

一頭分・副葬品？

一頭分・副葬品？

一頭分・副葬品？

C-1-1の内

C-1-1の内

副葬品？

副卵品？

副葬品？

副葬品？

副葬品？

焼痕あり

砧？

穿孔を

穿孔由

穿孔由

穿孔3

登霞

C－1

C－1

C-1

C-1

C-1

C-1

C-1

C－1

C-1

C-1

C・

C・

C・

C‐

C‐

C・

C・

C・

C煙

C・

番号

42’

42

4Z

46．

481

48

’48（

43

401

3－

33

33

33

F2

43

43。

43

44

4可U

44

43ｺ

43

43

44

44

48

49

44J

42

4乙

42

421

42

’421
43

43

戸句■

r昼』

48

46

46

48

47

48’

48

47

6－Z

47

47‘

Fi

46

3

498

499

501

50

502

F23

－

F21



佐藤智雄・五十嵐貴久：能登川コレクションの骨角器について

表7
挿図池 大分朝

そのfi

その腿

その｛I

そのfd

その侭

そのfd

その他

その髄

その鮭

その髄

その他

そのft

その他

そのf&

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

名1

残I

残膿

残膿

残損

残偶

残消

残月

残偶

残偶

残卜

残卜

残＃

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜
－

残片

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

残卜

細分I 霧』 部位 完久

不明 鹿1 部分

不明 鹿メ 部分

不明 海獣個 肋伺 部分

不明 鹿メ 部分

不明 海獣梱 部分

不明 不叩 部分

不明 鹿ナ 半製i

不明 鹿＃ 部分

不明 鹿＃ 部分

不明 鹿＃ 部分

不明 獣イ 部分‘

不明 亜f 部分‘

不明 鹿f 部分‘

不明 鹿f 部分

不明 不q 部分‘

不明 不§ 部分

不明 鹿f 部分‘

不明 鹿f 部分‘

端部欠 海磁f 部分

鹿f 部分

海獣f 肋骨

両端欠 鹿f 部分

不明 鹿穆 部分’

不明 獣f 部分’

陸獣f 部分

残片両端欠 鳥f 部分’

不明 鳥1 部分’

鳥吊 部分’

鳥旧 部分‘

鹿掴 部分‘

不明 鹿個 部分‘

不明 獣f 部分

不明 鹿凋 部分‘

不明 鹿個 部分

不明 鹿洞 部分‘

不明 不q 部分‘

不明 不B 部分‘

端部のみ 鹿' 部分‘

不明 不日 部分‘

不明 鹿御 部分‘

表の見方（凡例）

挿図No.本図版に掲載した番号である

第分類資料を便宜上区別した

名称使用道具としての名称として分類

細分類個別の名称及その状態も含めた

材質素材となる動物種及部位

長モ 高さ ■ ＝ 登御

〔13，5 巾7 穿孔・焼浪あ！

〔54．7： 14． 9.〔 未製品加．

5.8

7.5 9．2 未製5

〔48 巾5 海錦体の易

〔14 4.5 焼痕のある残卜

〔4‘ 8.5 6.1 半製8

36 5.‘ 括頭か尖頭器の残卜

〔55.Z 5.2 4．2 尖頭器残片骨針

〔14： 3.’ 焼痕のある残卜

50 1.I

〔34．8 〔17．8〕

〔34： 〔7.5〕 4.§ 話頭か尖頭器の残卜

〔38.5：

〔37： 〔12.5〕 〔10．5： 焼痕あ！

〔39．5： 〔1: 〔12

〔39： 切落鋸の先端転用品

〔34： 9.2 6.I 切落話の先端転用品1

10（ 7．1 切入あ‘

〔85 1.9 7－［ 刻練・加工痕あI

牙 〕､2 切入・刻線あ

〔73 13． 孔中途より折れる穿孔あ

〔75： 3.‘

〔6 〔2〕

〔44： 〔4.5〕 〔1.5〕

〔57： 4.§

〔74： 〔7 〔3.5〕

〔24.5： 4.5 3.’

〔60： 4.8

〔39： 12．9 8.〔

〔79 10．

〔6Z
ラ

〔14】 先端切り落と［

〔29 〔3.3 〔3 頭部

〔50 〔11 〔8

〔90 5.2 4．1

〔56．5： 5.2

21 6.2 L痕あり

50, 8.§

〔40.3： 15． C-1

長［］つきは欠損品

幅

高さ

登録能登川コレクションにおける分類

番号市立函館博物館目録の登録番号

-21-

番イ

牙

244

248

269

270

272
－

27

274

288

289

294

296

297

30C

308

321

3Z4
－

38

385

388

F1r

FZ9

F3C

F36

F3フ

F39



市立函館博物館研究紀要第6号

1
詞
1

酉
■
Ｉ
■
■
一
言

Ｉ
詞

一

暁
Ｉ
喉
，
瓢
‐

１
＃
‐

‘5
．

Ｆ

j9

k『

＆=

紳：

燭

劃
Ｌ

寓
卜ir.

R1－． 1
減且
』龍

グ

ー’一

心 薄

塁
鳴
鞠 ‘ワ20

写真図版1話頭図の番号は挿図Naと一致します

－22－



佐藤智雄・五十嵐貴久：能登川コレクションの骨角器について

篭
ﾐワ

一
一
タ
グ
一

一

写真図版2括頭・釣針図の番号は挿図Naと一致しま一

-2,3－



市立函館博物館研究紀要第6号

盛盆

輔
酉
，
》

禰
胤
ｕ
日
日
画
ロ
画
も
卵
Ｉ
Ｈ
１
Ｅ
蚕
璽
誕
蓮

藩屯

q

El

L｣

lⅡ

■

ぬ

(亀

奉
癖
殿
》
錨
，
｜
：
：
蚊
，
》
一
群
塞
鐸
ｒ

目

1

9
1W

廻
国
■
『

『

竃

54冨暑．

．‘3

塁
繁

雷Ⅳ
１
１
Ｎ
仙
騨
Ｌ
琴
弱

吟
三
、
鶏
、
一
い
や
加

１
１

82 69

肌
"リ

悪

|・
§ー 、

華

89877978917685
7:胃

咽！ 、

鋸

一

1.A

I １
Ａ
酢
閣
箆
豆

疹蒋
訂

名

鶏 嶋挑M
空

no102

95""，，範 '987109
104垂

103

101 10092

写真図版3釣針図の番号は挿図INoと一致します

－24－



佐藤智雄・五十嵐貴久：能登川コレクションの骨角器について

、
64

－

灘F一

一
画
鰯
函
函
垂
卜
詞
垂
坐

。
Ｂ
■
．
ｋ
Ｐ
膿
い
Ⅲ

畷、
1－j

亀､‘
厚
l

；

■■■■■

21

1
『

玲11

『
幽
酷
郵
酔
恥
郵
唾
醗
郵
姥
い
‐
言

113

回や
112 208115

123 158
114

４
画
■
■
刷
卿
柵
姉
瞥
脈
ｉ
ｉ
ｉ
〃
＃

懐
向
Ｉ
ｆ
鷺
掛
…

“
郵
圃
壁
一
一
垂
”
鰹
酔
Ｉ
、
蕊

童癖

180
177

155
195

写真図版4釣針・刺突具図の番号は挿図Naと一致します

－25－



市立函館博物館研究紀要第6号

勢
'雲

霞
Ｉ

君

！

169 142

162164
163

165141
157

161

弓
言
儒
魯
Ｉ

,

雛；

淵

倭一ぞ

1’119 135

147138
176

175

司
劉
Ｉ
瑚
薗
胃
ｖ

166159
160

168

170

171
131 185181

１
１

F可
一

▲
剛

【

mq

m
b輯

吐

：‘馴

子

I'、ｊ

亘
卜
ト
ー
Ｆ
Ｉ
Ｌ

118

聯
1‘
1 148

h

l49

143

150 152
137

151

写真図版5刺突具図の番号は挿図INoと一致します

－26－



佐藤智雄・五十嵐貴久：能登川コレクションの骨角器について

194

192

193

190
F一一一一

I舞

蕊

序一

篭
銚
畑
鮒
・
鵬
恥
糟
臓
認
癖
鰯
恥
恥
”

彦
・
・
・
函
錘
郷
蝉
蝉
一
》
ｗ
恥
酔
軽
一
画
銅
、
、
、
．
、
治
且
．
～
副
丘
〃
酔
眼
肌
”
晩
眺
醍
醐
■
甲

■
面
母
唖
寺
一
Ｊ
》
』
｜
■

I￥
ー

218213
。
一
似
噂
令

ｄ
昼
■
■
可

215 21畠

2ルヨ
21？

212

2に
211

204 マ
ー
．
壁
嘩
溌
画
幽
湖
問
麺
柚
柵
旧
個
岡
畑
刊
坤

191

209

I
錘

Ij 197

202201 153
198205205 196

写真図版6

－27ー

へら 図の番号は挿図Notと一致しま－



市立函館博物館研究紀要第6号

掌

I

灘I

I
232

128

缶
ぞ
毒
一
錘
垂
■
ロ
ロ
毒
垂
璽
瞬
必
爾
１
吋
。
１
ヘ
ｏ
ｆ
ｌ
６

235

236 234

23？

274
271

222
222

灘
一

●
叫
１
１
篇

W

1

’
■
ｇ
■
圃
回
琳
糊
趣
涌
咽
”

奉
安
》
季
畢
踊
泊
ロ
㎡
川
Ⅳ
１
１
９
乱
〃
型
嘩
“
函
毎
口
”
睡
唾
勢
審
函
蒔
酬
睡
恥
副
」
？

！1228
密
脅
剛
ｖ
側
§
鴬
獄
馳

220
」

1

I

231

227

恥

230

I

219240 273132 224

|’
259

258

I
‐
Ｉ
，

。
Ｘ
■
■
訳
ご
同
ｒ
Ｉ
ｒ
ｈ
１
ｉ
Ｌ
計
め
げ
Ｌ

ｕ
一
超
岡
需
、
同
傾
角
ｉ
奴
山
‐
・
ｊ
Ｈ
Ｉ

ｌ
蝋
風
ｔ
ｆ

[
247

245244
241

25号
241243

246 252

256 254

250 253249
255251

写真図版7骨針・ヘアーピン

ー詔一

図の番号は挿図Naと一致しま一



佐藤智雄・五十嵐貴久：能登川コレクションの骨角器について

265

‐一一
§，

F魂

1 ‐

に
,．｜

Ll

269

二一
262

260

戸．一一~.．

口
唾
■
』
■
画
蜘
１
１
Ｊ
用
ｌ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ｊ
Ｌ
ｎ
詞
岬
Ｑ
尋
Ｉ
可
郵
画
一

画
囚
亘
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｏ
罫
１
垂
垂
垂
垂
璽
画

戸L

lj
*''''

●

q

一二

ちぐ

I，

隆 一
可

28528 27§

砂
『

268266

！
一
言
■
画
画
唾
軍
膏
垂
塞
唇
唾
垂
画
騨
測
Ｉ
Ｆ
隅
Ｌ
ｈ
曇

1

1，
Ⅱ

！i
f饗

【
二
員
叩
・
ロ
山
呂
‐
。
。
，
画

！ |＆
I劇
■哩一｡■

｜

周

；’ 1，

巻

278

282
284

280

写真図版8スプーン・針ケース図の番号は挿図Naと一致します

－29－



市立函館博物館研究紀要第6号

罰
・
“
》
．
Ｉ
不
峠
心
甲
山
唾
丞
蓉
強
Ｂ

唾
寧

血
跨
剖
震
．
醗
畷
鮮
膨
瞭
醗
》
鞠
『
晶
謂
、
砿

309
Ⅵ

イ
308

刺
一
一一

一
妻
一
里

291

爵謹

」

290

柵｛
一

､。
28畠

289

一

麓

縦
307

蕊
蕊
農

竃"て”

V簿
318314

V津
32031

§‘､
隣

鶴323

▼
ユ

L

可

蟻
日

1,r’'1

321
325

322

324

写真図版9針ケース・骨角製品他図の番号は挿図No.と一致します

－30－



佐藤智雄・五十嵐貴久：能登川コレクションの骨角器について

ご鋼曇崖、

馨
悪

魚呼ぞ 一
》
懲
跨

▲
一
一
一
一

月
Ｊ
一
一
一
宮

》,．蹴蕊嘘．

曇
ゴー

、

今
富
基
垂
‐
１
口

、

292

293

一一言.~~司ﾛ－

1：

■■294
295

｡一~

、
311

壷儀 ●
、
一

詞翻
312

310

写真図版10装身具図の番号は挿図INaと一致します

-31-



市立函館博物館研究紀要第6号

Ｌ
臥
蟹
心
砕
篭
餅
鰯
蹴
蝿
》

ｌ
且
口
準
圃
盤
；
賊

－

零

霧
垂

。．
▽
。

－ －

I‘
I卓一一

､牝P勘‘樋

口患鮮伊『･
￥蝉．x

鷲

帯霜，《．､，

が

帥
〃:I

29号

“
麺
雲
》
季
雲
『
①
鐙
剖
諏
ジ
ー
Ⅷ
似
Ｉ
蝿
卿
週
鋼
麓
皐
函
錘
逼
禰
か
嘘
篭
噸
判
掲

１
馴
鐙
蕊
羅
響
謬
零

263

写真図版11装身具図の番号は挿図N･と一致します

－32－





市立函館博物館研究紀要第6号

［
註
］

側
「
概
説
・
日
本
の
広
告
美
術
」
山
名
文
夫
言
日
本
の
広
告
美
術
ｌ
明
補
・

大
正
・
昭
和
１
ポ
ス
タ
ー
』
昭
和
四
三
年
美
術
出
版
社
）
。

②
川
に
同
じ
。

③
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
大
正
九
年
七
月
二
一
日
。

側
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
大
正
一
二
年
四
月
一
六
日
、
五
月
一
七
日
、
二
○
日
、

二
一
日
、
二
三
日
、
二
五
日
、
二
七
日
、
二
八
日
参
照
。
大
正
一
二
年
五

月
二
○
日
か
ら
二
八
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。

⑤
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
九
年
六
月
三
○
日
。

⑥
⑤
に
同
じ
。

例
『
北
海
道
大
百
科
事
典
（
上
）
』
昭
和
五
六
年
北
海
道
新
聞
社
。

⑧
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
九
年
六
月
二
二
日
。

⑨
表
１
は
『
小
樽
新
聞
腐
告
圃
案
・
篤
展
選
集
』
昭
和
五
年
小
樽
新
聞
社
、

「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
五
年
七
月
一
九
日
、
昭
和
八
年
四
月
二
○
日
、

昭
和
一
○
年
一
○
月
二
日
、
昭
和
二
年
一
月
一
九
日
、
「
小
樽
新
聞
」

昭
和
五
年
四
月
一
八
日
、
同
九
月
一
○
日
夕
刊
、
同
一
○
月
一
七
日
夕
刊
、

昭
和
七
年
八
月
二
七
日
夕
刊
、
同
一
二
月
二
日
の
各
ポ
ス
タ
ー
関
連
記
事

を
基
に
作
成
し
た
。

川
越
崎
宗
一
『
北
海
道
篇
員
文
化
史
』
昭
和
二
一
年
新
星
社
、
岩
佐
博
敏

『
北
海
道
罵
虞
百
年
史
』
昭
和
四
五
年
札
幌
写
真
師
会
。

伽
「
小
樽
新
聞
」
昭
和
六
年
九
月
一
五
日
。

側
『
慶
告
年
鑑
』
昭
和
一
二
年
菖
年
社
。
な
お
、
三
越
札
幌
支
店
は
終
戦

後
ア
メ
リ
カ
軍
に
接
収
さ
れ
て
お
り
、
戦
前
の
展
覧
会
資
料
目
録
な
ど
は

保
存
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

側
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
七
年
九
月
一
二
日
、
二
五
日
、
一
○
月
五
日
。

側
本
郷
新
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
七
年
一
○
月
二
日
。

側
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
八
年
八
月
二
○
日
。

⑯
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
九
年
六
月
三
○
日
。

㈹
㈹
に
同
じ
。

側
一
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
九
年
七
月
二
一
日
宮

側
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
九
年
八
月
四
日
。

剛
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
一
○
年
五
月
八
日
。

伽
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
一
○
年
八
月
一
日
、
二
日
。

剛
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
二
年
一
月
一
九
日
。

側
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
二
年
五
月
二
四
日
。

伽
仙
に
同
じ
。

鯛
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
一
三
年
二
月
八
日
。

側
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
一
四
年
三
月
一
七
日
、
五
月
九
日
、
一
○
日
。

伽
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
一
四
年
八
月
三
○
日
。

例
『
北
海
道
大
百
科
事
典
（
上
言
昭
和
五
六
年
北
海
道
新
聞
社
。
栗
谷
川

健
一
は
北
海
道
商
業
美
術
家
協
会
の
結
成
を
「
１
９
３
３
年
（
昭
和
８
）
」

と
し
て
い
る
が
、
第
一
回
展
が
昭
和
七
年
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
昭
和
七

年
以
前
の
結
成
で
あ
る
こ
と
が
言
え
る
。
昭
和
一
六
年
を
最
後
と
し
て
い

る
が
、
昭
和
一
四
年
の
展
覧
会
も
ま
た
「
国
策
彊
調
ポ
ス
タ
ー
」
展
で
あ
っ

た
の
で
、
二
年
の
ず
れ
は
あ
る
が
最
後
の
展
覧
会
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
亀

側
「
小
樽
新
聞
」
昭
和
七
年
九
月
二
日
夕
刊
、
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
七

年
九
月
二
七
日
夕
刊
。
「
誰
涛
を
弄
し
て
や
ま
ざ
る
北
海
石
版
所
圃
案
部
主

任
大
坂
儀
四
郎
氏
」
と
以
前
所
属
し
て
い
た
其
水
堂
か
ら
手
厳
し
く
非
難

さ
れ
て
い
る
。

［
そ
の
他
参
考
文
献
］

『
株
式
会
社
三
越
８
５
年
の
記
録
』
平
成
二
年
三
越

『
東
京
の
印
刷
組
合
百
年
史
』
平
成
三
年
印
刷
組
合
百
年
史
刊
行
委
員
会

『
日
本
石
板
版
画
の
思
い
出
』
平
成
四
年
印
刷
学
会
出
版
部

『
日
本
の
石
版
画
』
昭
和
四
二
年
美
術
出
版
社

『
杉
浦
非
水
展
図
録
』
平
成
六
年
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館

『
栗
谷
川
健
一
展
図
録
』
平
成
六
年
札
幌
芸
術
の
森

『
ザ
・
ポ
ス
タ
ー
』
昭
和
四
八
年
立
風
書
房

『
日
本
広
告
デ
ザ
イ
ン
史
』
昭
和
五
一
年
技
報
堂
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霜村紀子：北海道商業美術家協会の活動について

〔たばこ

資料塩 印刷所 サイズ・点数伽考(制作年・原画者・広告主他

208北海道観光たばこC11ERRY大日本印刷株式会号

209国産優良燐寸

364×514.2点（槻大橋デザイン日本専売公社札幌

536×378神戸鈴木商店

〔火災・震災

資料名 印刷所 サイズ・点数備考(制作年・原画者・広告主他）

210火防実行函館睡民大台

211火の用心

212火の用心

2】3火の用心

214火の用心

215火の用心

216火の用心

217火の用心

218火の用心

219お互に火の用心

220出すな火蛎1

221火の用心

222火の用心

223今日も火の用心

224火の用心

225山火注意

226恐るべき山火事

227火事知らず安全火笠

228九月一日大震災九周年

229三月!:-日つ、しみの日

230三月廿一日つ、しみの日

231つ‘しみの日三月廿一日大火記念行事

2323月::ii」つ、しみのH

233第十一回全道防火デー

234中央火災傷害保険株式曾社

235神戸海上運送火災保険株式曾社

236神戸海上運送火災保険株式曾社

237共同火災保険株式曾社

函館火災徹防組合聯合倉他

東京市

昭和4年｢岡田､三､｣伽日本消防協脅

｢ZEN」 ㈱大日本消防協曾他

㈱大日本消防協曾他

昭和5年函館火災溌防組合聯合含

昭和5年函館火災際防組合聯合含

昭和6年函館火災溌防組合聯合含

昭和7年函館火災礁防組合聯合含

昭和11年函館市火災驚防組合聯合曾

函館火災撒防組合聯合曾

函館警察署他

函館警察署他

北海道鱒保安課他

樺太漉警察部

側樺太山火防止協曾

昭和12年帝室林野局

中央教化圃体聯合曾他

rNISINO」中央教化圏体聯合曾他

昭和12年函館地方神職曾他

昭和13年北海道神社協曾支部他

昭和13年函館市

函館地方神職曾他

昭和13年函館市火災識防組合聯合倉

点
点
点
点
点
・
息
点
・
魚
・
廟
点

２
２
２
２
４
３
２
３
２
２

●
●
、
●

凸
■

●

命
●

■

ワ
］
《
り
父
》
１
令
一
、
５
，
》
《
Ｕ
０
０
》
（
０
局
’
八
Ｕ
１
《
ワ
』
（
む
ク
》
〔
Ｕ
《
ｄ
毎
Ｉ
ｎ
ｄ
ｎ
Ｕ
５
７
ｑ
〕
４
句
Ｏ
〈
遇

９
２
５
２
３
７
ワ
０
７
５
３
６
４
口
６
３
３
２
５
７
６
４
９
５
４
４
－
。
０
２
・
１

３
ク
》
４
今
５
１
１
３
４
一
４
－
４
－
ｂ
７
３
５
５
５
５
４
．
２
３
５
３
戸
。
５
５
４
今
６
５
６

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

９
ｎ
》
戸
Ｄ
Ｆ
Ｄ
〔
Ｕ
２
穴
Ｕ
《
Ｕ
、
》
《
。
７
，
》
Ｐ
、
穴
Ｕ
《
。
Ｏ
（
Ｕ
句
。
穴
７
戸
幼
《
。
４
《
Ｕ
《
ｂ
ク
】
ｎ
〉
《
Ｄ
Ｐ
旬

３
４
。
〈
Ｕ
７
《
己
３
４
－
４
－
２
ｑ
〕
４
－
７
御
、
７
－
ｂ
４
１
▲
毎
ｂ
２
Ｑ
Ｊ
４
畢
９
Ｑ
Ｊ
９
《
Ｕ
〈
Ｕ
〔
ｂ
、
１

《
Ｄ
Ｐ
。
《
ｏ
印
Ｊ
ｎ
ｏ
－
Ｄ
《
。
戸
○
く
り
【
Ｉ
、
。
【
Ｉ
毎
ｆ
痔
Ｊ
内
Ｊ
《
ｒ
へ
ｂ
｛
ひ
－
，
〔
』
億
Ｖ
司
り
旬
ｆ
ハ
。
《
ｂ
Ｑ
Ｊ
印
Ｉ
Ｑ
》

東京大江印刷株式街社

東京株式脅社秀英舎

東京中屋三側印刷所株式脅社

函館市銀座通り辻オフセット印刷

エビス町・辻オフセット印刷所

函館辻オフセット印刷所

函館辻印刷所

ハコー印刷曾社

東賜社

辻オフセット印;i.;:;

札幌三田印刷所

東京・盛築堂

凸版印刷株式稗社

大江印刷株式脅社

東京三間印刷所

rカナヤ」多田北烏

〔その他〕

サイズ・点数伽考(制作年・原画者・広告主他）印刷所賢料名

青森県ひば材協曾青森営林局

秋田製板同業組合

大阪今橋米井商店

株式曾社佐々木商曾

大正六巳年略暦付

函館雌澗町ホソイ商店

函館市製造元細居商店

函館元祖①栄泉堂

東京二葉印刷所

日本橋塵呉服儲ヒロセ興業社

大阪市森川印刷所

青森特産ひば材

秋田杉

コインタイヤ他

シガレ･ソトスタンド

米穀馬樋商套佐渡谷商店

争いか塩から

今八千代いか他

新案ビスケット

雑貸・光薬令山本徳次郎商店

美術はきものe森田商店

美術はきもの④森田商店

含ゾj､西商店

喰麺鯉

足袋仕立卸大津屋太平商店

雑貨商舎仙壷屋

1077×388

1075×377昭和9年

1065×770

530×379

745×260大正6年

525×259

783×530

523×263

783×412

531×380昭和12年

760×525

775×360

760×525

739×258

767×353.2点

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

函館蓬莱町

函館蓬莱町

函館塵地蔵町廿三番地

函館睡汐留町養和軒

函館区相生町八十七番地

nｲ）－35－



市立函館博物館研究紀要第6号

〔呉服店・百旗店

サイズ・点数伽考(制作年・原画者・広告主他）印刷所資料名

丸井今井呉服店吉例夏物大賢出し

丸井今井呉服店秋衣費出し

丸井今井呉服店夏衣大賢出し

丸井今井呉服店吉例冬衣大責出し

丸井今井呉服店新築の札幌東京三間印刷所

丸井今井呉服店束京三M印刷所

丸井今井呉服店歳末大賢出し札幌陽明堂

丸井今井大光作五月人形陳列

三越呉服店七美人かさね写真東京印刷株式曾社

東京三越呉服店上代美人束京三mi印刷所

三越呉服店東京三間印刷所

三越呉服店新館落成東京三間印刷所

東京三越呉服店エンゼル東京三間印刷所

三越呉服店

三越呉服店三間印刷所

たかしまや東京銀座三間印刷所

たかしまや飯田呉服店東京銀座三間印刷所

名古屋東京いとう呉服店東京三|Ⅲ印刷所

大丸呉服店アルモ印刷合資倉社

大阪大丸呉服店浴衣含

東京今川播松屋呉服店東京今川橋精美堂

東京今川橋松屋呉服店東京三間印刷所

京今川橋松屋呉服店東京三間印刷所

金森森屋百貨店遠州織物宣博大曾

棒二森屋東京凸版印刷株式曾社

棒二森屋大光作五月人形陳列凸版印刷株式脅社

780×358

788×363

793×362

792×363

910×604

923×cm

795×550.2点

751×528

887×622.2点

1060×757

900×751

1079×768

1070×768

217×158

1050×:;-;ri

908×620

1070×765

1052×765

1072×743

760×520

1069×767

1046×747

1060×756

744×522

1064×768

763×533.2点

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

末腐町丸井今井呉服店冬物品案内ｲ訂

｢ふぢゐ」 弘告社浴場部認印

明治43年小川一億

大正2年平岡権八郎

大正2年吉田秋光

大正3年杉浦非水

大正4年杉浦非水

大正4年頃

大正4年頃「TMJ

｢金洲

｢蕉園

｢口川きよ」

昭和4年弘告社印

昭和12年始磁場部忍日'昭削秤10月勉8蝿嬰銅令部鯛撹

｢模澗忠飾」

〔たばこ

賓料名 印刷所 サイズ・点数備考(制作年・原画者・広告主他）

米国最良煙草オールド

米国最良煙草オールド

米国最良煙草オールド

米国股良煙草オールド

アッキス

パィプケーク

御大典記念八千代

花雲井

愛国花雲井緋慶

露西亜形紙巻煙草

シルヴァーライト

新製巻煙草千種

牡丹煙蕊

牡丹煙草

牡丹煙草

牡丹煙草蓬莱

忠勇

ホーニー巻煙草

天狗煙草恭賀新年

ルビー

ピーコック

ピン学、ツド

ピン"、ツド

ピンヘッド

ホーク

上等巻マニラ紙巻

大演習記念煙草チェリー

SLチェリー

明治36年頃０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
ワ
】

占
恥

弱
調
弱
劃
伽
如
燕
抑
妬
蛎
姻
蝿
蛎
岬
軸
蝿
迦
蝿
燕
狂
那
飛
鋤
獅
銃
畑
郵
那

》
×
癖
沌
泳
認
認
泳
味
砿
が
砿
醒
豚
駆
砿
泳
砿
詠
蛎
鑑
、
駆
鍬
砿
認
娯

×

円
円
蝿
沌
沼
田
鎚
詔
弱
創
伍
鎚
詔
創
測
汚
詔
団
泥
泥
鎚
両
氾
別
詔
那

明治36,7年画

捕徳社杉野石興 製造元東京市合資曾祉⑧製菓部

製造元常陸太田豊田商店

常陸太田沼知商曾謹製

製造元東京浅草森田商店

明治36年頃製造元千葉商店

製造元千葉商店

製造元東京銀座千葉商店

明治36年頃

明治36,7年頃千葉商店

製造元千葉商店

株式曾社村井兄弟商脅

京都村井兄弟商含製造

明治37年正月製造元岩谷商舎明治37年略歴付

東京渥美堂石印

東京渥美堂渡遥石印

東京渥美堂渡遥石印

東京渥美堂渡遥石印

東京泰錦堂石印

J.OTTMANNLITH.CO.PUCKBLDG.N.Y

神田塵鍋町有山石印

東京神田有山

日本京都東洋印刷 巴里万国博覧曾金賞受蝋

明治36年頃

明治36,7年画

明治37年頃

東京合名曾祉木村商店製堂

煙草小賢組合聯合書

日本専売公社

昭和11筆
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霜村紀子：北海道商業美術家協会の活動について

〔布・織物〕

資料名 印刷所 サイズ・点数備考(制作年・原画者・広告主他）

伊勢崎銘仙千代田御篭

八王子織物

八王子織物

洋犬セル

サムライ兄弟商舎

東京大日本印刷株式曾社３
４
５
６
７

０
０
０
０
０

１
１
１
１
１

916×620

882×583

1051×760

1060×768

543×789

伊勢崎識物同業組合

八王子織物同業謹合

八王子織物同業組合

地蔵町公宮田呉服店弘告社浴場部認印

東京銀座アポロ社

精版印刷株式曾社

函館井筒石版所

｢スギサカ」

M̂itani」

〔味噌・播油・酒・製糖？

資料名 印刷所 サイズ・点数備考(制作年・原画者・広告主他）

店

キ

商
ク
原
し

茅
祉
涯

ィ
曾
社
社
窪

図
ン

ダ
式
屋
舎
曾
斗

卸
イ

ギ
噌
噌
噌
噌
噌
噌
噌
噌
噌
噌
噌
噌
噌
噌
噌
＠
造
ワ
ン
株
治
式
式
レ

カ
味
味
味
味
味
味
味
味
味
味
味
味
味
味
味
油
製
ト
宗
モ

油
年
年
年
年
年
年
噌
年
年
年
年
年
年
年
年
年
醤
油
油
一
正
し
露
地
長
蝉
識
癖
識
葎

金
字
北
本
舎
製
製
吻

》
》
塞
鐸
垂
鐸
鐸
識
鐸
鐸
塞
鐸
垂
塞
径
塞
鐸
稚
畔
蝿
》
》
斗
蒔
鋤
緬
銅
瀧
却
濡
娠
率
燕

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

東京浜町三吉田印刷所石罫 下総銚子港深井吉兵衛醸造

農貿元列宮崎味噌製造場函館厘旭町

殉宮崎談費

珂宮崎吟製

函館天l宮崎味噌製造場

函館殉宮崎

函館宮崎鰻費

函館座旭町殉宮崎味噌製造場
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１

函館旭町宮崎味噌製造場謹賓

山形光隅堂盟田印刷所

東京浜町吉田印行光文堂

r雄秋」

大正5年

醸造元般上合名曾社

千葉際野田町茂木佐平治醸造

函館座西川町

楕版印刷株式曾社

大阪神田原色印刷所･精版印刷株式曾社

精版印刷曾社

大阪中田印刷所

大画奔rALTakahime

灘泉本家吟醸

キリン麦酒株式倉社

｢郷」

｢町田大阪中田印刷課 大塚醜

醸造ﾗ砲中村商店幽館塵鶴岡露

函館市全台名曾社小森本家弘告社印函館ハコー印刷所

精版印刷株式曾社

東京神田オフセット印刷合名曾置

紙工印刷日本紙器製造

東京圃案社

大正7年

大正7年

｢By.Y.Saito

大正七年略暦付

大正七年七曜表付

森永製菓株式曾社140謀永ﾐﾙｸﾁｮｺﾚー ﾄ森永ﾐﾙｸｷｬﾝテｨ凸版印刷株式曾社

〔呉服店・百貨店〕

印刷所 サイズ・点数備考(制作年・原画者・広告主他）資料名

東京株式曾社秀英舎

東洋印刷株式倉社

白木屋呉服店

東京日本橋白木屋呉服店

東京白木屋呉服店出張費出し

白木屋呉服店

丸井今井呉服店

丸井今井大演習記念婚儀展

丸井今井新畢期用品大賓出し

札幌丸井今井刈築落成

丸井今井新学期用品大賢出し

丸井呉服店商級呉服大賞出し

丸井今井呉服店

函館ﾒL井今井呉騒店西隙織物宣博大曾

今井呉服店夏物大賢出し

1080×765

1070×754

1003×390

1053×755

1060×755

1062×773.2点

910×608

Kiti5)×772.3点

909×615

1175×540

1038×765

923×625

793×550
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

｢上フ

｢TM

蓬莱町小林亭

株式曾社秀英舎

東京三間印刷所

東京大日本印刷株式曾社

東京大日本印刷株式曾社

東京大日本印刷株式曾社

大日本印刷株式曾社

昭和11年｢蹴術

昭和12年｢傭、

昭和13年『薗締一

弘告社浴場部認印

末贋町丸井今井

函館弘告社31.3.3]浴部¥2000

函箆警察署届出桧間済昭和mn月78昭和13年

西陣織物同業組合主u弘告社毒

弘告社印

(IZ;－37－
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〔化粧品・薬品

サイズ・点数側考(制作年・原画者・広告主他）印刷所資料名
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東京神田中央印刷社
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第一グラビア印刷株式会社

東京栄光社
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昭和12年 函箆毎8新聞驚刊六十周年記念弘告社さ

東京平尾賛平

東京平尾賛平商店

日本東京平尾焚平毒製大正4年

中山太陽堂

函館松竹座

全道映画館招琴

クラブ白粉本題

弘告社印

昭和9年

昭和12錘

昭和12年 弘告社印

東京大阪森川印刷議

梢版印刷株式曾社

本舗昇英堂

本制i昇英堂

大阪凸版印刷株式曾社

梢版印刷株式曾社

｢T.gan」

昭和12年

サーンスタデオ

函館化粧品統制聯盟他弘告社島

東京本舗総側蝿王堂金谷印刷所

大阪阪本印刷所

東洋紙工印刷株式舎社

東京・秀英堂紙工印刷所

S.Yスタンダード油脂三忠印

合同油脂

スタンダード油脂三忠印

東京スタンダード油脂三忠印

東京溌井支店

多田北‘噴

東洋紙工印刷株式書社

梢版印刷株式曾社

函館ハコー印刷所

函館逓莱町千秋庵隣

〔ふとん・かや言

サイズ・点数備考(制作年・原画者・広告主他）資料名 印刷所

東京日本霧角西川

西川

日本僑角西川

日本僑角西11

r伽II写贋」東京日本橋駿薗元西川商賂

多田北烏西Ill

河村蒲圏店

函館唾新川町三○九

御謎ふとん

中元福引大責出し

中元慨引大寅出し

ふとんと毛布

日本締印本演かや他

かやは麻東京銀座細川活版"r

コドモ印蚊帳宣博編引大賀出し弘告社石版部

河村製綿所河村織右衛門商店

385×536

793×546

793×55（

593×791

762×52

903×61

794×545

765×53『
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〔布・織物〕

資料名 印刷所 サイズ・点数備考(制作年・原画者・広告主他）

rMl-升丸染□」

足利銘仙倉

『秀峰桔梗花｣足利銘仙念

大正7年栃木畷足利織物同業紐合

秩父紺織物同業組合

秩父総織物同業遡合

秩父議物工業組合

秩父織物工業組合

若林織物工場

江戸自慢御裏地

足利本銘仙

足利本銘仙

全国染繊機械ロ口曾

本場秩父銘仙

本場秩父銘仙

秩父銘仙

秩父銘仙

本場秩父特許やよい模様

フレッシュ絹上布

西陣織物

汽車印メリヤス

蝶矢印シャツ

村山大島紬

村山大鳥紬

伊勢崎銘仙

伊勢崎銘仙千代田御召

大阪東京上海柵版印刷

(足利)市川印刷所

蛎京精版印刷株式曾社

栃木螺足利町輔文堂石版印刷所

東京三間印刷所

柵版印刷株式曾社

大阪精版印刷株式書社

梢版印刷株式曾社

東京アポロ社

大阪精版印刷株式雪社
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918×620

906×615

910×611

921×602

915×617

903×611

910×611．2.亀

905×611

756×520

911×612．4点

528×379

775×525

780×533

915×618

921×630

917×622

913×619

西陣織物同業組合

大阪紙徳文脈鼠

銀座アポロ社

村山織物同業組合

伊勢崎織物同業組合

伊勢崎識物同業組合

日清印刷株式曾社

東京大日本印刷株式曾社
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霜村紀子：北海道商業美術家協会の活動について

表2函館図書館所蔵ポスター一覧表

〔稚気・ガス・放送〕

資料名 印刷所 サイズ・点数傭考(制作年・原画者・広告主他）
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束京三間印刷所

凸版印刷株式書社

北海道商業美術家協曾印刷部

東京芝神明小島印刷

束京三間印刷所
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向
ｊ
【
Ｉ
７
口
毎
Ｊ
７
Ｑ
Ｊ
ワ
ー
ハ
ｏ
内
ｆ
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１

１

｢樵山」 特許法施行五十年記念含

昭和9年｢ギシロウ」

日本蓄音器商曾

｢紅花」 日本蓄音器商曾

合同蓄音器株式曾社

札幌放送局

｢唯」

札幌中央･幽館･旭川･諾贋放送局

㈹電気協含北海道支部

伽電鎖協曾北海道支部

島津製作所

電気料値下市民権益擁護期成同盟曾

エビス電球株式曾社

エビス砿球株式舎社

エビス施球株式曾祉

ナショナル芯球株式6社弘認印

東京銀座三間印刷所

明治印刷株式脅祉

札幌金井印刷所

東京井口印刷合名曾社

JapanTokyo.YoinshaPrinting.Co.

大阪沫式舎杜印刷工廠

東京文祥堂

東京文祥堂

東京銀座三間印刷所

東京銀座三間印刷所

昭和4隼

昭和4垂

昭和8生

昭和12年

電燈五拾年記念曾

電燈五拾年記念曾

束京九段岩見照明商書

東京電気株式念社照明課推奨

株式曾祉島田硝子製造所

株式愈社勝田硝子製造所

株式命社島田硝子製造所大阪印刷工畷

〔調理器具・暖房器具〕

資料名 印刷所 サイズ・点数備考(制作年・原画者・広告主他）

027白雪コンロ

028万能レンジ

029天女印高級飯然器

030二亜賛標準飯熊

03]石油厨域(オイルククストーブ

032柄杓粗(ヒシャクカケ）

033漢井式湯たんぽ

034文化暖櫨(ひなしあんか）

035萩原式安全ストーブ

036ピースストープ
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一

轡
こ
の
ポ
ス
タ
ー
と
同
時
期
に
道
内
で
制
作
さ
れ
た
昭
和
七
年
の
一
：
火

の
用
心
」
（
表
２
１
畑
）
、
昭
和
二
年
「
お
互
に
火
の
用
心
」
（
表
２
１

郡
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
火
の
用
心
の
二
種
は
絵
の
空
間
に
文
字
を

は
め
込
ん
だ
感
が
あ
る
。
色
合
い
も
人
目
を
ひ
く
鮮
や
か
さ
に
は
欠
け

る
。
一
方
、
浅
野
物
産
の
も
の
は
営
業
品
目
を
記
し
た
長
方
形
を
底
辺

可

＝

、

nmll

皆
縦
邑
屑
》猟､.‐

…”

図2北海道商業美術家協会のポスター図3部分

と
し
て
中
雄
一
に
柱
か
．
三
て
ら
れ
傾
斜
ゞ
角
を
工
美
し
て
支
字
や
建
物

を
配
し
た
構
成
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
背
景
の
強
い
赤
が
重
厚
な
色

合
い
の
建
物
や
列
車
、
そ
し
て
社
名
塔
を
浮
き
立
た
せ
て
い
る
。
配
色

や
構
成
に
は
格
段
の
差
が
み
ら
れ
た
。

彼
ら
の
活
動
そ
し
て
作
品
に
対
す
る
評
価
は
あ
く
ま
で
も
大
半
が
展

覧
会
の
主
催
新
聞
社
の
紙
面
に
よ
る
も
の
で
、
評
価
は
控
え
め
に
受
け

止
め
る
べ
き
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
北
海
道
最
初
の
商
業
美
術
家

団
体
と
し
て
、
商
業
美
術
に
対
す
る
周
囲
の
認
識
を
深
め
、
新
た
な
同

好
を
含
め
八
年
間
に
わ
た
っ
て
活
動
を
続
け
た
こ
と
か
ら
、
道
内
少
な

く
と
も
札
幌
・
小
樽
に
お
い
て
は
か
な
り
の
実
力
を
備
え
た
集
団
で
あ
っ

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

今
後
は
北
海
道
の
商
業
美
術
家
の
手
に
な
る
作
品
の
発
掘
と
、
各
人

の
商
業
美
術
に
お
け
る
分
野
と
活
動
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
課
題
と
し
た
い
。

最
後
に
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
函
館
市
史
編
さ
ん
室
、
市

立
函
館
図
書
館
、
北
海
道
立
近
代
美
術
館
、
札
幌
芸
術
の
森
美
術
館
、

三
越
資
料
室
、
ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所
、
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
、
大
熊

敏
之
氏
、
桑
嶋
洋
一
氏
ほ
か
多
く
の
方
々
に
御
指
導
、
御
協
力
い
た
だ

い
た
の
で
、
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
市
立
函
館
博
物
館
学
芸
員
）

(9) －40－



霜村紀子：北海道商業美術家協会の活動について

連
隊
区
司
令
部
が
加
わ
っ
た
こ
と
も
時
局
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。

協
会
か
ら
は
協
会
理
事
の
味
戸
、
大
坂
ほ
か
協
会
員
数
氏
が
審
査
に
あ

た
っ
て
い
る
。
大
坂
は
ポ
ス
タ
ー
懸
賞
等
か
ら
見
て
も
有
力
者
で
あ
っ

た
よ
、
フ
だ
。
「
味
戸
」
は
昭
和
九
年
以
降
に
加
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

展
覧
会
の
ほ
う
は
五
月
九
日
か
ら
札
幌
三
越
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

会
員
制
作
、
入
選
作
品
あ
わ
せ
て
一
○
○
点
あ
ま
り
の
出
品
と
な
っ
た

が
、
商
業
の
活
発
化
を
目
指
す
協
会
の
方
向
と
は
異
な
っ
た
作
品
が
同

時
に
陳
列
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
光
景
で
あ
っ
た
。
「
道
廉
並
に
北
海
道
統

計
協
曾
が
特
に
商
業
美
術
家
協
曾
曾
員
セ
氏
に
委
嘱
し
て
製
作
せ
し
め

た
国
調
ポ
ス
タ
ー
九
黙
及
び
軍
部
献
納
の
防
諜
ポ
ス
タ
ー
等
が
各
種
産

業
ポ
ス
タ
ー
の
間
に
異
色
を
見
せ
て
ゐ
る
」
。
展
覧
会
は
商
業
美
術
家
協

会
の
も
の
と
し
て
は
初
め
て
函
館
に
巡
回
し
て
い
る
が
、
函
館
の
各
紙

（
２
６
〉

で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
一
四
年
に
は
も
う
一
つ
「
銃
後
ポ
ス
タ
ー
展
」
が
八
月
二
九
日

か
ら
同
じ
く
札
幌
三
越
で
開
催
さ
れ
た
。
道
庁
お
よ
び
軍
人
援
護
会
、

札
幌
市
銃
後
奉
公
会
、
全
日
本
産
業
美
術
連
盟
等
の
主
催
で
あ
っ
た
。

全
日
本
産
業
美
術
連
盟
に
は
前
述
の
と
お
り
北
海
道
商
業
美
術
家
協
会

が
加
盟
し
て
い
る
。
出
品
作
品
は
連
盟
会
員
の
制
作
で
三
八
○
点
で
あ

る
。
も
は
や
産
業
ポ
ス
タ
ー
の
間
だ
け
で
は
な
く
、
全
体
が
「
国
を
護
っ

た
傷
兵
護
れ
」
の
標
語
な
ど
、
軍
事
援
護
の
趣
旨
を
表
現
し
た
ポ
ス
タ
ー

《
２
７
》

の
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
、
展
覧
会
は
陸
軍
省
後
援
の
も
と
国
民
指
導
に
積
極
的
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ス
タ
ー
の
流
れ
も
大
き
く
変
化
し
、
国
家
の
た
め

に
役
立
つ
人
間
像
と
し
て
、
農
業
に
従
事
す
る
女
性
、
素
朴
で
健
康
的

な
少
年
や
た
く
ま
し
く
青
年
兵
の
姿
な
ど
が
盛
ん
に
描
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

四
、
結
び
に
か
え
て

今
回
の
調
査
で
は
昭
和
七
年
か
ら
昭
和
一
四
年
ま
で
の
活
動
を
新
聞

で
追
い
、
多
く
の
商
業
美
術
団
体
と
同
様
に
展
覧
会
を
中
心
と
し
た
活

動
を
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
『
北
海
道
大
百
科
事
典
（
上
）
』

に
よ
れ
ば
「
１
９
４
１
（
昭
和
十
六
年
）
の
「
国
策
強
調
ポ
ス
タ
ー
」

展
を
最
期
に
中
絶
し
た
。
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
活
動
の
終
期
に
つ
い

（
２
８
〉

て
は
今
後
引
き
続
き
調
査
し
た
い
。

さ
て
、
函
館
図
書
館
所
蔵
の
ポ
ス
タ
ー
に
、
北
海
道
商
業
美
術
家
協

会
制
作
の
も
の
が
一
点
あ
る
こ
と
は
最
初
に
述
べ
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
か

な
り
破
損
し
て
は
い
る
が
、
全
体
像
は
想
像
に
難
く
な
い
。
画
面
左
下

に
は
「
北
海
道
商
業
美
術
家
協
曾
印
刷
部
」
「
ギ
シ
ロ
ウ
」
と
印
刷
さ
れ

て
い
る
。
広
告
主
は
「
浅
野
物
産
株
式
曾
社
」
、
昭
和
二
年
の
第
五
回

「
綜
合
展
」
に
参
加
商
店
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
会
社
で
あ
る
。
（
図

２
，
３
参
照
）
印
刷
所
で
は
な
く
協
会
の
名
で
制
作
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
協
会
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

裏
面
に
は
鉛
筆
で
「
昭
和
九
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

記
述
は
ほ
か
数
点
に
見
ら
れ
、
年
代
は
昭
和
九
年
か
ら
一
三
年
と
一
時

期
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
蒐
集
者
の
手
元
に
渡
っ
た
時
期
、
あ
る
い
は

ポ
ス
タ
ー
の
整
理
が
試
み
ら
れ
た
時
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

制
作
時
期
は
協
会
設
立
の
昭
和
七
年
か
ら
昭
和
九
年
の
間
に
限
ら
れ
る
。

原
画
に
つ
い
て
は
、
「
ギ
シ
ロ
ウ
」
と
い
、
フ
サ
イ
ン
、
そ
し
て
昭
和
九

年
時
の
会
員
か
ら
大
坂
儀
四
郎
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。
大
坂
は
、
昭

和
七
年
に
小
樽
塩
野
其
水
堂
図
案
部
の
作
品
に
「
ギ
シ
ロ
ー
」
と
サ
イ

ン
し
た
も
の
を
納
品
し
、
「
其
水
堂
固
案
は
拙
劣
で
あ
る
」
か
ら
と
弁
明

（
２
９
》

し
た
た
め
、
其
水
堂
か
ら
各
紙
に
批
判
の
広
告
を
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

表
１
の
よ
う
に
昭
和
一
○
年
ポ
ス
タ
ー
当
選
で
も
「
大
坂
ギ
シ
ロ
ウ
」

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
改
童
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
べ
く
サ
イ

ン
を
変
え
、
昭
和
九
、
一
○
年
頃
は
「
ギ
シ
ロ
ウ
」
と
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
。

(8)-41-
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し
力
し
対
外
的
に
仁
新
た
な
刺
激
を
受
峠
る
出
来
事
力
あ
（
た

遡
る
こ
と
三
年
、
昭
和
九
年
雑
誌
『
麿
告
界
』
『
商
店
界
』
が
主
催
し
、

日
米
仏
三
カ
国
、
日
本
か
ら
は
一
三
団
体
一
三
○
名
を
越
え
る
商
業
美

術
家
団
体
が
合
同
で
「
国
際
商
業
美
術
交
雛
展
」
を
開
催
し
た
。
協
賛

し
た
日
本
の
団
体
名
を
連
ね
る
と
、
「
実
用
版
画
美
術
協
会
、
七
人
社
、

新
図
案
協
会
、
構
図
社
、
東
京
広
告
作
家
協
会
、
（
以
上
東
京
）
商
業
美

術
連
盟
、
日
本
ポ
ス
タ
ー
研
究
会
、
ミ
ヤ
タ
ポ
ス
タ
ー
研
究
会
、
大
阪

広
告
美
術
家
協
会
（
以
上
大
阪
）
名
古
屋
商
業
美
術
協
会
、
神
戸
創
作

図
案
協
会
、
小
樽
ポ
ー
図
案
社
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
小
樽
か
ら
参
加
し

た
団
体
が
あ
る
の
は
実
体
は
不
明
な
が
ら
非
常
に
興
味
深
く
、
今
後
、

調
査
す
る
必
要
が
充
分
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
は
日
本
で
の
会
期
終
了
後
、

翌
年
五
月
に
は
パ
リ
で
日
本
商
業
美
術
展
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の

企
画
に
よ
っ
て
、
団
体
間
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
同
年
七
月
関
西
で

は
西
日
本
商
業
連
合
が
結
成
さ
れ
た
。
続
い
て
東
京
で
も
一
○
月
全
日

本
商
業
美
術
連
盟
東
京
支
部
が
結
成
さ
れ
、
さ
ら
な
る
参
加
団
体
を
迎

え
て
昭
和
二
年
一
○
月
一
五
日
に
は
全
日
本
商
業
美
術
連
盟
は
第
一

回
総
会
を
東
京
の
神
田
教
育
会
館
で
開
い
た
。
北
海
道
商
業
美
術
家
協

会
を
含
む
二
一
団
体
が
連
盟
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
連
盟
は
発
足
し
た

も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
事
業
展
開
す
る
間
も
な
く
、
戦
時
体
制
に
呑
ま
れ
、

昭
和
一
三
年
に
は
名
称
を
全
日
本
産
業
美
術
連
盟
と
改
め
、
宣
言
で
掲

げ
た
「
商
業
美
術
ノ
進
展
、
商
業
美
術
家
ノ
親
和
向
上
」
と
は
違
っ
た

（
２
４
）

様
相
を
呈
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

４
昭
和
一
三
一
四
年
再
興
隆
期
と
戦
争
の
影

昭
和
一
三
年
の
展
覧
会
は
二
月
九
日
か
ら
一
四
日
ま
で
札
幌
三
越
に

て
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
あ
る
。

満
州
事
変
、
日
中
戦
争
と
戦
時
体
制
が
続
く
中
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
並
び
に
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
久
々
に
も
た
ら
さ
れ
た
明
る
い

話
題
で
あ
っ
た
。
数
ヶ
月
後
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
止
の
声
を
聞
く
ま
で

の
間
、
日
本
国
中
が
沸
き
上
が
っ
た
。
同
年
五
月
に
は
マ
ー
ク
と
ポ
ス

タ
ー
の
全
国
公
募
が
行
わ
れ
た
。
商
業
美
術
界
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
画
・
洋
画
の
世
界
か
ら
も
前
田
青
祁
、
川
端
龍
子
、
安
井
曾
太
郎
、

東
郷
青
児
ら
が
審
査
員
と
し
て
顔
を
揃
え
た
こ
と
は
非
常
に
意
義
深
い

こ
と
で
あ
っ
た
。

札
幌
が
昭
和
一
五
年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
予
定
地
と
し
て
国

内
で
決
定
さ
れ
た
の
を
祝
し
て
、
過
去
の
展
覧
会
活
動
で
築
き
上
げ
て

き
た
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
北
海
道
商
業
美
術
家
協
会
の
活
動

も
広
が
り
を
見
せ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
札
幌
の
文
化
や
産
業
を

宣
伝
し
、
郷
土
札
幌
に
還
元
す
る
べ
く
必
然
湧
き
起
こ
っ
て
き
た
企
画

で
あ
っ
た
。
テ
ー
マ
が
非
常
に
明
確
で
あ
り
、
地
元
札
幌
に
密
着
し
た

作
品
を
表
現
す
る
こ
と
が
、
時
事
性
と
社
会
性
を
強
く
反
映
す
る
と
い

う
、
会
員
に
と
っ
て
は
格
段
制
作
し
や
す
い
状
態
で
あ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
展
覧
会
と
同
じ
よ
う
に
札
幌
の
文
化

や
産
業
を
紹
介
し
て
も
、
観
る
者
に
は
従
来
ど
お
り
の
親
し
み
と
、
同

時
に
自
分
た
ち
の
街
を
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
札
幌
」
と
し
て
客
観

的
に
見
る
新
鮮
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
展
覧
会
は
数
年
ぶ

り
に
注
目
を
集
め
、
評
判
は
上
々
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
既
に
戦
時
色
が
強
く
、
展
覧
会
記
事
に
も
「
銃
後
市
民
の
一

助
の
表
れ
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
戦
地
に
赴
か
な
い
商

業
美
術
家
た
ち
が
展
覧
会
を
開
く
に
は
、
国
家
の
た
め
に
役
立
て
る
企

画
か
否
か
、
そ
の
内
容
が
建
前
に
せ
よ
問
わ
れ
る
時
期
が
来
て
い
た
の

－
２
５
）

で
は
な
か
ろ
う
か
。

昭
和
一
四
年
に
は
協
会
創
立
七
周
年
記
念
展
「
国
策
彊
諜
ポ
ス
タ
ー

展
覧
含
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
先
だ
っ
て
三
月
、
「
防
諜
報

国
」
「
健
康
報
国
」
「
貯
蓄
報
国
」
の
テ
ー
マ
三
種
の
ポ
ス
タ
ー
が
募
集

さ
れ
た
。
テ
ー
マ
だ
け
で
は
な
く
、
後
援
お
よ
び
審
査
に
初
め
て
札
幌

(7) －42－
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い
る
こ
と
、
図
案
研
究
が
充
分
で
な
い
こ
と
を
挙
げ
、
新
鮮
な
構
成
と

《
１
８
）

レ
イ
ア
ウ
ト
を
求
め
た
。

確
か
に
か
つ
て
個
々
に
交
流
を
も
た
ず
制
作
し
て
い
た
頃
に
比
べ
て

門
戸
開
放
さ
れ
、
古
参
新
参
と
も
に
参
加
を
見
、
商
業
界
に
関
わ
る
人
々

に
対
流
を
起
こ
し
、
ポ
ス
タ
ー
や
新
聞
広
告
な
ど
の
商
業
美
術
が
独
立

し
て
価
値
を
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
は
な
っ
た
。
多
く
の
職
人
を
図
案
家

と
し
て
の
意
識
を
覚
醒
さ
せ
、
交
流
の
場
を
与
え
た
と
い
う
意
味
で
は

成
功
を
収
め
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
彼
ら
が
望
ん
だ
図
案
研
究
と
い
っ

た
意
味
で
の
交
流
や
切
嵯
琢
磨
ま
で
に
は
ま
だ
発
展
し
て
い
な
か
っ
た
。

牧
野
は
少
し
結
果
を
急
ぎ
す
ぎ
た
た
め
に
そ
の
質
の
低
さ
に
失
望
し
た

の
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
に
対
す
る
自
負
と
追
随
す

る
商
業
美
術
家
を
鼓
舞
す
る
気
持
ち
が
充
分
に
読
み
取
れ
る
。

第
三
回
展
は
募
集
し
た
作
品
の
中
か
ら
入
賞
、
佳
作
品
二
○
点
あ
ま

り
と
会
員
の
作
品
二
○
点
を
出
陳
し
、
八
月
五
日
か
ら
八
月
一
八
日
ま
で

（
１
９
）

札
幌
三
越
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
小
樽
、
旭
川
を
巡
回
し
た
。

第
四
回
展
は
昭
和
一
○
年
五
月
の
段
階
で
は
「
綜
合
展
」
と
し
、
道

内
の
有
名
商
店
お
よ
び
商
品
の
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
包
装
紙
な
ど
、

再
び
会
員
だ
け
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
商
業
美
術
の
作
品
に
一
戻
っ
て
展
覧

会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
新
た
な
試
み
は
印
刷
工
程

や
立
体
物
で
あ
る
飾
窓
の
原
画
の
過
程
を
参
考
に
陳
列
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
図
案
の
み
な
ら
ず
、
図
案
と
制
作
物
そ
し
て
そ
の
過
程
、
訴
え
る

効
果
を
想
定
す
る
図
案
創
作
法
を
提
示
し
、
前
回
の
研
究
不
足
に
対
す

《
２
０
》

る
ひ
と
つ
の
対
策
を
示
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
第
四
回
「
ポ
ス
タ
ー
並
に
庚
告
寓
填
新
作
蕊
表
曾
」
は
「
北

海
道
観
光
展
」
と
同
時
に
八
月
一
日
幕
を
開
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
会

場
も
ま
た
予
定
の
三
越
か
ら
丸
井
今
井
呉
服
店
に
代
わ
っ
て
い
た
。
各

地
の
景
勝
地
を
魅
惑
的
に
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
、
広
告
写
真
約
三
○
点
は

好
評
で
あ
っ
た
が
、
北
海
タ
イ
ム
ス
社
が
引
き
伸
ば
し
た
道
内
名
勝
地

３
、
昭
和
三
、
｜
二
年
安
定
期

昭
和
二
年
道
産
選
挙
粛
正
ポ
ス
タ
ー
の
懸
賞
で
は
、
「
北
海
道
商
業

美
術
家
協
曾
の
曾
員
が
一
等
か
ら
三
等
迄
の
入
賞
を
占
め
て
他
府
嬬
か

ら
の
雁
募
を
ノ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
し
て
凱
歌
を
畢
げ
て
ゐ
る
」
と
あ
り
、

協
会
に
対
す
る
評
価
の
高
さ
は
会
員
個
人
の
活
動
に
も
引
き
合
い
に
出

（
２
２
）

さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

同
年
の
第
五
回
「
綜
合
展
」
は
昭
和
二
年
五
月
二
四
日
か
ら
札
幌

三
越
で
開
催
さ
れ
た
。
新
聞
で
は
、
展
覧
会
の
紹
介
よ
り
も
参
加
商
店

全
店
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
が
目
立
ち
、
従
来
ど
お
り
ポ
ス
タ
ー
と
写

真
に
よ
る
広
告
美
術
が
主
で
あ
っ
て
、
特
に
目
新
し
さ
は
な
か
っ
た
よ

（
２
３
〉

う
で
あ
る
。

昭
和
一
二
年
は
現
在
の
と
こ
ろ
展
覧
会
開
催
記
事
を
見
つ
け
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
昭
和
一
三
年
以
降
の
展
覧
会
記
事
で
は
「
第
何
回
」

と
い
っ
た
文
句
が
出
て
こ
な
い
こ
と
か
ら
、
一
時
中
断
し
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
紙
面
を
割
く
ほ
ど
の
内
容
で
は
な
い
と
判
断
さ

れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
頃
は
協
会
に
対
す
る
評
価
は
不
動
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
活

動
は
従
来
と
変
わ
ら
ず
、
年
一
回
展
覧
会
を
開
く
ス
タ
イ
ル
で
続
け
ら

れ
、
展
覧
会
開
催
が
目
的
と
化
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
昭

和
一
○
年
か
ら
一
二
年
は
い
わ
ば
安
定
期
と
い
っ
た
感
が
あ
る
。

の
写
真
に
一
嬉
グ
妾
／
○
・
痔
あ
・
三
麗
蟹
と
重
冷
力
置
・
か
．
記
迫
方
あ
る
道
・
内

名
勝
地
の
パ
ノ
ラ
マ
に
、
人
気
が
集
中
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
と
き
記
事
に
は
協
会
員
は
「
本
道
商
業
美
術
界
の
第
一
線
に
立

つ
新
人
の
み
で
大
部
分
は
夙
に
中
央
圏
案
界
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
一
流

の
作
家
で
新
鮮
な
作
風
は
本
道
商
業
美
術
界
に
君
臨
し
て
ゐ
る
」
と
、

活
動
は
浅
い
な
が
ら
道
内
外
で
既
に
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
様
子
が

（
２
１
）

伝
え
ら
れ
る
。
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あ
る
と
し
た
。
最
後
に
、
商
業
美
術
を
「
充
分
社
曾
的
重
要
性
の
あ
る

研
究
に
多
数
の
人
が
開
心
し
、
一
方
に
傾
く
こ
と
か
ら
脱
出
し
札
樽
の

み
な
ら
ず
全
道
的
に
研
究
品
が
蕊
表
さ
れ
、
全
道
都
市
の
凡
ゆ
る
商
業

芸
術
の
部
門
に
活
動
し
得
る
将
来
を
楽
み
、
大
な
る
希
望
を
持
つ
も
の

で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

第
二
回
は
「
札
樽
著
名
商
店
ポ
ス
タ
ー
原
譜
展
覧
倉
」
昭
和
八
年
八

月
一
九
日
か
ら
二
四
日
ま
で
札
幌
三
越
で
開
催
さ
れ
た
。
第
一
回
展
の

際
、
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
に
対
し
て
む
し
ろ
抵
抗
す
る
か
の
よ
う
に
、

出
品
は
ポ
ス
タ
ー
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
。
広
告
主
が
札
幌
・
小
樽
の

著
名
商
店
に
限
ら
れ
て
お
り
出
品
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
「
従
来
の
ポ
ス

タ
ー
展
と
は
異
な
り
道
産
品
其
他
の
ポ
ス
タ
ー
原
喬
」
で
あ
っ
た
点
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
道
内
で
開
催
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
展
は

い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
道
内
で
募
集
し
た
作
品
だ
け
で
行
わ
れ
る
こ
と

は
な
く
内
地
の
各
府
県
か
ら
の
出
品
作
が
大
半
を
占
め
て
い
る
状
態
で

あ
っ
た
。
道
内
の
図
案
家
に
よ
る
道
内
の
商
店
お
よ
び
商
品
の
ポ
ス
タ
ー

（
１
５
）

展
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

協
会
幹
事
の
牧
野
七
三
郎
は
第
三
回
展
に
当
た
っ
て
、
過
去
二
回
の

展
覧
会
を
振
り
返
り
、
次
の
と
お
り
高
く
自
己
評
価
し
て
い
る
。
「
（
第

一
回
は
）
其
社
曾
的
重
要
性
を
一
般
に
最
も
深
く
認
識
せ
し
め
、
第
二

回
は
（
中
略
）
鹿
告
主
の
商
業
美
術
に
謝
す
る
、
確
賞
な
る
認
識
と
同

時
に
、
一
般
華
客
に
封
す
る
麿
告
使
命
を
果
せ
る
鮎
同
展
は
其
の
結
果

（
１
６
）

に
於
て
本
邦
商
業
美
術
展
覧
曾
中
の
白
眉
と
想
ふ
。
」

第
一
、
二
回
展
で
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
会
員
、
広
告
主
、
展

覧
会
会
場
な
ど
の
地
域
が
札
幌
・
小
樽
と
限
ら
れ
て
お
り
、
地
理
的
な

広
が
り
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
出
品
に
関
し
て
も
、
会
員
が
制

作
し
た
も
の
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
ま
だ
周
囲
を
巻
き
込

ん
で
い
く
よ
う
な
活
動
で
は
な
く
、
影
響
力
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

新
聞
紙
面
で
も
、
満
州
事
変
下
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
さ
ほ
ど
重

要
福
さ
・
訳
で
に
し
．
を
力
↓
言
売
三
牧
野
グ
評
価
に
昭
訂
支
年
に
確
実
な

手
応
え
を
得
た
後
だ
か
ら
こ
そ
言
え
た
言
葉
で
あ
っ
た
。

２
、
昭
和
九
、
一
○
年
新
し
い
試
み

第
三
回
展
に
な
る
と
、
活
動
の
内
容
は
一
転
す
る
。
第
三
回
展
は
昭

和
九
年
六
月
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
新
聞
広
告
図
案
の
募
集
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
れ
は
全
道
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
の
商
業
美
術
家
お
よ
び
一
般
同
好

に
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
其
成
果
は
…
：
・
期
し
て
待
つ
べ
き

〈
１
７
》

も
の
が
あ
る
」
と
し
た
牧
野
の
期
待
に
違
わ
ず
、
応
募
総
数
ポ
ス
タ
ー

一
二
○
○
点
、
新
聞
広
告
図
案
三
○
○
○
点
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回

る
反
響
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
前
述
の
大
正
九
年
の
募
集
と
比
較
す
る
と
、

そ
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。
牧
野
は
審
査
所
感
と
し
て
「
如
何
に
商
業
美

術
が
社
曾
一
般
的
に
大
衆
化
さ
れ
賞
用
化
さ
れ
－
個
の
立
派
な
社
曾
運

動
の
一
形
態
と
し
て
護
達
せ
る
事
を
立
証
せ
ら
る
、
鐸
で
あ
る
。
」
と
数

に
お
い
て
は
商
業
美
術
が
一
般
の
認
識
を
充
分
に
得
た
結
果
で
あ
る
と

手
放
し
に
喜
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
質
的
に
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

牧
野
は
量
と
質
と
を
巧
み
に
比
較
し
な
が
ら
こ
、
７
述
べ
て
い
る
。
「
審
査

に
堂
り
最
も
感
じ
た
事
は
膳
募
作
品
道
内
○
、
九
五
、
内
地
○
、
○
五

の
比
に
封
し
其
受
賞
者
内
地
二
人
、
道
内
四
人
ポ
ス
タ
ー
新
聞
度
告
を

通
じ
て
一
等
入
選
者
二
名
ま
で
も
内
地
の
作
家
に
獲
得
さ
れ
た
事
は
本

道
雁
募
者
諸
君
に
謝
し
な
に
も
の
か
を
暗
示
せ
る
も
の
と
思
ふ
・
」
抑
え

た
表
現
で
は
あ
る
が
、
道
内
の
商
業
美
術
家
に
対
し
て
何
を
言
お
う
と

し
て
い
る
の
か
は
充
分
に
伝
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
新
聞

広
告
図
案
に
つ
い
て
は
「
雁
募
黙
数
よ
り
見
て
か
な
り
の
期
待
を
以
っ

て
審
査
に
堂
つ
た
が
其
の
い
づ
れ
も
が
日
常
新
聞
紙
上
に
て
蕊
表
せ
ら

れ
て
居
る
作
品
よ
り
よ
り
以
上
に
逸
品
の
雁
募
を
見
な
か
っ
た
事
は
い

さ
さ
か
期
待
を
裏
切
れ
た
感
じ
で
あ
る
。
」
と
歯
に
衣
着
せ
ぬ
感
想
を
述

べ
、
そ
の
原
因
を
分
析
し
て
、
新
聞
広
告
に
対
す
る
理
解
が
不
足
し
て
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鈴
木
員
一
の
門
下
と
な
っ
た
写
真
師
で
あ
っ
た
。
明
治
三
四
年
四
月
、

忠
次
郎
は
久
平
を
連
れ
富
山
県
か
ら
札
幌
に
移
住
し
三
春
写
真
館
を
開

業
す
る
。
久
平
は
父
よ
り
写
真
術
の
伝
習
を
受
け
写
真
師
と
な
っ
た
。

昭
和
六
年
頃
に
は
札
幌
写
真
師
会
の
会
長
を
勤
め
斯
界
の
向
上
発
展
に

努
力
し
た
。
三
春
は
商
業
美
術
家
協
会
で
活
躍
し
て
い
る
期
間
も
、
写

（
１
０
）

真
展
覧
会
を
主
催
し
、
自
ら
も
多
数
出
品
し
て
い
る
。

小
樽
新
聞
上
で
は
こ
の
ほ
か
三
人
の
名
を
確
認
し
た
。
挿
絵
画
家
と

し
て
小
原
観
嶺
「
松
原
繁
美
そ
し
て
ネ
オ
ン
広
告
の
宮
原
信
吉
で
あ
る
。

小
原
の
挿
絵
は
、
当
時
流
行
の
叙
情
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い

る
も
の
で
、
昭
和
七
年
の
小
樽
新
聞
に
数
点
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

松
田
は
昭
和
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
連
載
小
説
の
挿
絵
を
担
当
し

て
い
る
。
挿
絵
は
表
情
に
乏
し
く
立
体
感
に
欠
け
て
い
て
稚
拙
に
感
じ

ら
れ
る
が
、
ほ
か
に
も
子
ど
も
と
家
庭
の
柵
な
ど
に
細
か
な
カ
ッ
ト
、

コ
ミ
カ
ル
な
四
コ
マ
漫
画
な
ど
を
担
当
し
、
状
況
に
合
わ
せ
て
タ
ッ
チ

を
変
え
て
い
る
。

昭
和
六
年
元
日
の
小
樽
新
聞
で
年
始
挨
拶
に
代
え
て
載
せ
ら
れ
た
社

員
一
覧
に
松
田
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
樽
新
聞
の
専
属
で
あ
っ
た

た
め
掲
載
頻
度
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
人
、
宮
崎
信
吉
は
昭
和
六
年
記
事
で
「
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
中
の

権
威
「
ク
ロ
ー
ド
・
ネ
オ
ン
」
の
製
品
を
今
度
小
樽
駅
前
の
麿
告
研
究

社
宮
崎
信
吉
氏
が
北
海
道
樺
太
一
円
を
一
手
に
取
扱
ふ
事
に
な
っ
た
」

と
あ
る
の
で
、
こ
の
頃
ネ
オ
ン
広
告
の
会
社
を
経
営
し
、
こ
の
分
野
で

（
１
１
）

は
全
道
首
位
に
立
つ
活
躍
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

各
人
が
第
一
人
者
と
し
て
各
方
面
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。

ま
た
、
昭
和
一
二
年
の
『
庚
告
年
鑑
』
に
は
、
「
北
海
道
商
業
美
術
家

協
曾
札
幌
市
南
一
係
三
越
内
」
と
あ
り
、
連
絡
先
あ
る
い
は
事
務
所

は
三
越
札
幌
支
店
内
に
置
か
れ
て
い
た
。
北
海
道
で
は
ま
だ
認
識
さ
れ

三
展
覧
会
活
動
の
軌
跡

１
、
昭
和
七
年
か
ら
昭
和
八
年
展
覧
会
活
動
の
始
ま
り

第
一
回
「
商
業
美
術
展
」
は
昭
和
七
年
九
月
二
五
日
か
ら
一
○
月
二

日
ま
で
同
年
五
月
開
店
し
た
ば
か
り
の
三
越
札
幌
支
店
で
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
後
一
○
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
小
樽
丸
井
呉
服
店
に
巡
回
し
て
い

る
。
作
品
数
は
二
○
○
余
点
、
ポ
ス
タ
ー
、
飾
り
窓
背
景
、
新
聞
広
告

図
案
「
小
印
刷
図
案
、
チ
ラ
シ
、
包
装
紙
図
案
、
レ
ッ
テ
ル
な
ど
あ
ら

（
１
３
）

ゆ
る
種
類
の
作
品
が
出
品
さ
れ
た
。
（
１
４
）

本
郷
新
が
「
商
業
美
術
展
感
想
」
を
発
表
し
た
こ
と
は
、
美
術
展
と

し
て
評
価
さ
れ
た
証
し
で
あ
ろ
う
。
本
郷
は
協
会
結
成
と
第
一
回
展
の

開
催
を
祝
福
す
べ
き
こ
と
と
し
、
。
般
道
民
の
観
賞
慾
を
そ
、
り
、
ひ

い
て
は
凡
ゆ
る
美
術
の
部
門
に
雨
心
す
る
様
に
な
る
こ
と
」
に
協
会
の

使
命
が
あ
る
と
し
た
。
そ
れ
故
に
「
大
半
を
占
む
る
も
の
が
ポ
ス
タ
ー

で
あ
り
そ
の
他
の
作
品
は
如
何
に
も
少
な
く
振
は
な
い
の
は
残
念
で
も

あ
り
営
事
者
の
心
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
」
と
問
題
点
を
指
摘
し
、
「
第
二

回
展
に
は
他
の
種
々
な
る
方
向
へ
充
分
力
を
注
い
で
欲
し
い
」
と
し
て

い
る
。
こ
の
点
で
は
、
商
業
の
発
展
を
目
指
す
協
会
と
あ
ら
ゆ
る
美
術

へ
の
展
開
蕊
を
望
む
本
郷
と
で
は
目
的
が
異
な
っ
て
い
る
。

商
業
美
術
は
社
会
の
需
要
を
敏
捷
に
捉
え
、
万
人
に
最
も
強
く
訴
え

る
方
法
で
表
現
す
る
。
本
郷
は
そ
の
結
果
、
商
業
美
術
家
が
視
覚
的
効

果
を
求
め
単
純
化
、
構
図
な
ど
の
類
型
化
に
陥
る
こ
と
へ
の
危
倶
の
念

を
表
し
、
「
如
何
な
る
蕊
術
で
も
人
に
ア
シ
ビ
ー
ル
す
る
も
の
は
個
性
的

感
情
で
あ
る
」
と
敢
え
て
声
高
に
叫
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
純
正
美
術

も
商
業
美
術
も
ま
た
、
時
代
の
趨
勢
と
個
性
の
表
現
に
お
い
て
密
接
で

て
い
な
い
商
業
美
術
に
対
し
て
ポ
ス
タ
ー
の
懸
賞
お
よ
び
制
作
の
魁

で
あ
る
三
越
の
姿
勢
を
感
じ
さ
せ
る
。
第
一
回
展
か
ら
ほ
ぼ
札
幌
三
越

（
１
２
）

が
会
場
で
あ
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

(4)－45－
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予
防
宣
伝
図
案
↑
保
健
ポ
ス
タ
ー
そ
し
て
昭
和
五
年
小
樽
新
聞
主
催

の
広
告
図
案
並
び
に
広
告
写
真
懸
賞
募
集
に
お
い
て
、
広
告
図
案
の
部

（
９
）

門
で
二
人
揃
っ
て
そ
の
実
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
表
１
か
ら
印
刷
所
を
追
っ
て
い
く
と
、
大
坂
と
五
十
嵐
は
協

会
結
成
以
前
少
な
く
と
も
昭
和
五
年
ま
で
二
人
と
も
小
樽
の
同
じ
印
刷

所
に
所
属
し
て
い
る
。
昭
和
六
年
の
動
き
は
つ
か
め
な
か
っ
た
が
、
協

会
と
し
て
展
覧
会
活
動
が
始
ま
る
昭
和
七
年
に
は
札
幌
の
北
海
印
刷
所

に
二
人
揃
っ
て
移
っ
て
き
て
い
る
。
結
成
に
向
け
て
昭
和
六
年
頃
、
札

幌
以
外
の
地
域
の
商
業
美
術
家
た
ち
は
札
幌
に
集
結
す
る
よ
う
な
動
き

ポスター懸賞当選者一覧表

か
あ
Ｆ
た
若
し
く
に
↑
瓶
幌
に
有
力
な
〆
ン
卒
…
か
揃
一
二
匙
き
た
こ

と
が
結
成
の
端
緒
を
発
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
樽
新
聞
の
懸
賞
で
は
、
ほ
か
に
図
案
の
部
で
大
島
正
が
三
等
に
、

漉
田
耕
平
が
五
等
、
写
真
の
部
で
三
春
久
平
が
三
等
、
佳
作
に
入
選
し

て
い
る
。
彼
ら
三
人
は
い
ず
れ
も
札
幌
で
活
動
し
て
い
た
。

こ
の
入
選
者
の
中
に
後
の
会
員
が
五
名
も
含
ま
れ
て
い
る
の
は
興
味

深
い
。
こ
こ
に
協
会
結
成
の
伏
線
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
図
１
参
照
。
『
小
樽
新
聞
懸
賞
募
集
度
告
固
案
・
篇
員
選
集
』
市
立

函
館
図
書
館
蔵
よ
り
転
載
）

こ
の
中
で
三
春
久
平
に
（
一
い
て
は
特
に
写
真
史
に
お
い
て
名
を
知

ら
れ
る
存
在
で
あ
り
、
唯
一
履
歴
が
明
ら
か
な
の
で
紹
介
し
た
い
。

養
父
忠
次
郎
は
下
岡
蓮
杖
に
つ
い
て
写
真
術
を
学
び
、
後
に
東
京
の 五等札幌漉田耕平

国1小樽新聞懸賞入選作呈

(3) －46－

‐
防
喋
ポ
ス
タ
ー

尋

Ｉ
ス
タ
ー

馴
当

判
剥
琉
当
、

大
坂
儀
四
師

札
幌
市
北
海
石
版
所

フ
Ｊ
’
１
目

矛
噌
弓
朋
４
＃
兄
ｉ
Ⅲ
Ｉ

鋤
瀧
年
肺
函
登
国
『
型
イ
ォ
型
蕊

小
樽
市
霊
野
其
水
堂

渡
田
緋
立

汰
蛎
側
匹
削

五
十
嵐
義
雄

入
坂
儀
四
郎

言
樽
市

氏
名

阿
泊

牛
乳
推
奨
標
語
ポ
ス
タ
ー

ス
タ
ー
（
本
道
常
選
）

結
核
驚
防
宣
側
圃
案

五
等

二
等
、
三
等
一

言 需…
三等小樽大坂儀四且

四等札幌五十嵐義雄

三等小樽大島Z

三等札幌三春久平



霜村紀子：北海道商業美術家協会の活動について

に
対
し
て
、
期
限
日
時
点
で
は
約
五
○
○
点
の
出
品
申
込
み
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
出
品
作
品
の
大
半
が
内
地
物
で
あ
る
た
め
、
出
品
申
込
期
限

お
よ
び
現
品
受
付
期
限
は
延
期
さ
れ
た
。
主
催
者
は
、
「
本
道
各
地
の

人
々
に
は
此
皐
に
封
す
る
理
解
を
鉄
い
て
居
る
鮎
が
妙
な
く
無
い
」
と

し
て
、
道
内
各
地
（
小
樽
、
函
館
、
留
萌
、
空
知
、
旭
川
、
釧
路
、
室

蘭
な
ど
）
に
出
向
き
、
出
品
を
勧
誘
し
て
ま
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
努
力
も
む
な
し
く
反
応
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
「
各
地
に
於

け
る
斯
業
者
は
従
来
の
製
品
で
需
要
に
追
は
れ
従
っ
て
発
明
等
の
余
地

が
無
い
使
用
者
側
で
す
従
来
の
器
具
に
満
足
し
て
居
る
、
包
紙
等
は
古

新
聞
紙
、
古
雑
誌
、
庚
告
等
を
利
用
し
ポ
ス
タ
ー
は
洋
紙
に
赤
イ
ン
ク

杯
で
書
き
散
ら
し
印
刷
物
を
用
ふ
る
様
な
趣
は
更
に
無
い
結
局
需
要
者

〈
３
）

も
俳
給
者
も
護
明
品
ポ
ス
タ
ー
レ
ッ
テ
ル
に
閥
し
て
至
極
冷
淡
で
あ
る
」
・

ま
た
、
大
正
一
二
年
に
は
札
幌
警
察
署
主
催
で
火
防
衛
生
交
通
宣
伝

ポ
ス
タ
ー
展
が
開
催
さ
れ
、
各
府
県
か
ら
と
道
内
で
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー

数
百
枚
が
出
品
さ
れ
た
。
連
日
紙
面
を
飾
っ
た
ポ
ス
タ
ー
展
の
記
事
で

あ
っ
た
が
、
「
展
覧
曾
そ
の
も
の
よ
り
も
各
種
の
諒
興
で
祭
祷
以
上
の
賑

ひ
」
で
、
話
題
を
呼
ん
だ
の
は
む
し
ろ
数
々
の
催
し
物
で
あ
っ
た
。
当

の
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
「
普
通
の
日
本
書
或
は
油
書
な
ど
と
異
り
た

る
別
種
の
繕
書
」
に
対
し
て
、
「
何
れ
も
構
圃
の
妙
彩
色
の
優
秀
な
る
」
（
４
）

様
子
と
し
て
関
心
は
低
い
な
が
ら
も
あ
る
程
度
の
評
価
が
得
ら
れ
た
。

中
央
で
は
図
案
家
個
人
が
意
識
を
持
ち
、
団
体
活
動
へ
と
拡
大
し
て

い
く
頃
、
北
海
道
に
は
図
案
家
に
も
観
る
側
に
も
ま
だ
変
化
が
訪
れ
て

い
な
か
っ
た
。

２
・
会
員
個
人
の
活
動

結
成
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
牧
野
七
三
郎
が
昭
和
九
年
「
三
年
前
川
々

の
婆
を
塞
げ
た
北
海
道
商
業
美
術
家
協
曾
の
設
立
」
と
述
べ
て
お
り
、

新
聞
で
は
昭
和
一
三
年
を
「
丁
度
誕
生
七
周
年
」
、
昭
和
一
四
年
を
「
創

立
七
周
年
」
と
し
て
い
る
の
で
、
昭
和
六
年
に
何
ら
か
の
動
き
が
あ
り
、

「
北
海
道
の
商
業
美
術
を
大
阪
ゞ
名
古
屋
、
東
京
の
如
く
商
業
都
市
と

し
て
の
商
業
美
術
の
護
達
の
過
程
を
逆
に
商
業
美
術
に
よ
る
商
業
の
護

（
５
）

展
な
る
理
想
の
下
に
曾
員
が
結
束
」
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

昭
和
七
年
第
一
回
展
の
運
び
と
な
る
。

（
６
）

彼
ら
自
身
は
結
成
を
「
遅
き
感
は
あ
る
」
と
い
う
。
ま
た
、
一
般
に

（
７
）

「
北
海
道
は
中
央
と
比
較
し
て
加
年
く
ら
い
の
開
き
が
あ
っ
た
」
と
さ

れ
る
．
し
か
し
な
が
ら
、
大
正
末
期
の
七
人
社
と
商
業
美
術
家
協
会
を

第
一
陣
と
す
る
な
ら
ば
、
追
随
す
る
昭
和
初
期
の
団
体
結
成
の
流
れ
の

真
っ
直
中
で
北
海
道
商
業
美
術
家
協
会
は
そ
の
産
声
を
あ
げ
て
い
る
。

時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
サ
イ
ク
ル
の
速
い
商
業
美
術
の
世
界
で
は
、

中
央
の
動
き
に
敏
捷
に
反
応
す
る
体
制
が
備
わ
っ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。

結
成
時
の
会
員
数
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
昭
和
七
年
第
一
回
展
に

お
い
て
は
札
幌
・
小
樽
を
中
心
と
し
た
「
二
十
五
名
」
で
あ
っ
た
。
ま

た
昭
和
一
○
年
で
は
「
十
五
名
」
、
昭
和
一
三
年
で
は
「
十
九
名
」
と
数

に
は
変
動
が
み
ら
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
名
前
が
確
認
で
き
る
の
は

昭
和
九
年
の
み
で
あ
る
。
記
事
に
よ
れ
ば
会
員
は
、

溌
田
耕
平
、
吉
田
＋
一
郎
、
及
川
喜
代
太
、
佐
藤
修
一
、
佐
藤
正
男
、

宍
戸
吉
郎
、
名
達
修
治
、
宮
崎
信
吉
、
東
政
二
、
三
春
久
平
、
宮
古
芳

雄
、
西
津
文
雄
、
大
丸
誠
之
、
五
十
嵐
義
雄
、
大
島
正
、
小
原
観
嶺
、

村
木
更
牛
、
山
本
元
峰
、
松
田
繁
美
、
大
坂
儀
四
郎
、
牧
野
七
三
郎

（
８
）

の
二
一
名
で
あ
る
。

右
の
会
員
に
つ
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
懸
賞
当
選
者
を
中
心
に
各

人
の
活
動
を
追
っ
て
み
た
。

表
１
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
昭
和
五
年
、
後
の
会
員
五
十
嵐
義
雄
と

大
坂
儀
四
郎
は
と
も
に
小
樽
塩
野
其
水
堂
と
い
う
印
刷
所
に
所
属
し
て

お
り
、
同
じ
ポ
ス
タ
ー
の
懸
賞
に
競
い
合
う
よ
う
に
応
募
し
、
当
選
を

果
た
し
て
い
る
。
昭
和
五
年
だ
け
で
も
、
国
産
愛
用
ポ
ス
タ
ー
、
結
核

(2)－47ｰ



一
、
は
じ
め
に

大
正
一
三
年
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
留
学
を
終
え
帰
国
し
た
杉
浦
非
水
は
創

作
図
案
研
究
団
体
「
七
人
社
」
を
結
成
し
、
大
正
一
五
年
、
第
一
回
創

作
ポ
ス
タ
ー
展
覧
会
を
日
本
橋
三
越
で
開
催
し
た
。
同
年
、
浜
田
増
治
、

多
田
北
烏
ら
を
中
心
と
し
た
「
商
業
美
術
家
協
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

こ
の
協
会
員
の
大
半
は
、
大
正
一
五
年
三
月
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
庚
告

界
』
の
た
め
に
招
か
れ
機
縁
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
団
体

は
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
毎
年
展
覧
会
を
開
催
し
、
『
ア
フ
ィ
ッ
シ
ご
『
商
業

美
術
』
と
い
う
雑
誌
を
発
行
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
た
。
彼
ら
の

活
動
は
日
本
各
地
に
波
及
し
、
「
大
阪
商
業
美
術
家
協
会
、
長
崎
商
業
美

術
協
会
、
盛
岡
商
業
美
術
協
会
、
仙
台
商
業
美
術
家
協
会
、
岩
手
商
業

（
１
）

美
術
協
会
、
広
島
商
業
美
術
家
協
会
な
ど
」
が
次
々
と
結
成
さ
れ
た
。

勿
論
北
海
道
に
も
こ
の
流
れ
は
伝
わ
り
、
「
北
海
道
商
業
美
術
家
協
会
」

が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
商

業
美
術
の
う
え
で
は
「
地
方
の
団
体
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
述
べ
る

（
２
）

資
料
に
乏
し
ど
と
さ
れ
、
北
海
道
の
美
術
史
で
も
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
全
国
的
に
も
、
い
わ
ゆ
る
図
案
家

に
光
が
当
て
ら
れ
て
き
た
の
は
こ
こ
数
年
で
あ
る
が
、
平
成
六
年
に
は

東
京
で
は
杉
浦
非
水
展
、
北
海
道
で
も
栗
谷
川
健
一
展
が
開
か
れ
話
題

を
呼
ん
だ
。

研
究
ノ
ー
ト

北
海
道
商
業
美
術
家
協
会
の
活
動
に
つ
い
て

二
結
成
に
向
け
て

１
、
北
海
道
の
商
業
美
術
周
辺

中
央
で
商
業
美
術
家
団
体
が
活
動
し
始
め
た
前
と
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
に
北
海
道
の
商
業
美
術
界
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
記
事
が
あ
る

の
で
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
大
正
九
年
、
北
海
道
物
産
陳
列
場
で
開
催
す
る
展
覧
会
の
た
め

に
発
明
品
、
ポ
ス
タ
ー
、
レ
ッ
テ
ル
の
募
集
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
募
集

今
回
計
立
函
館
図
書
館
所
蔵
の
ポ
ス
タ
ー
の
一
部
三
○
七
点
を
実

測
し
た
と
こ
ろ
、
大
部
分
が
東
京
・
大
阪
の
印
刷
所
で
制
作
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
北
海
道
で
制
作
さ
れ
た
と
確
認
で
き
る
の
は
一
九
点
の
み

で
あ
っ
た
。
明
治
大
正
期
は
ほ
ぼ
道
外
制
作
の
も
の
が
流
入
し
て
お
り
、

道
内
制
作
で
年
代
が
わ
か
る
も
の
は
す
べ
て
昭
和
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
昭
和
初
期
か
ら
北
海
道
内
で
商
業
美
術
活
動
が
起
こ
っ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。
（
表
２
参
照
）

そ
の
中
に
北
海
道
商
業
美
術
家
協
会
で
制
作
さ
れ
た
も
の
が
一
点
見

受
け
ら
れ
た
。
北
海
道
商
業
美
術
家
協
会
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
保
存

性
が
低
く
、
活
動
内
容
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
北
海
道
内
の
新
聞
記

事
を
基
に
し
て
北
海
道
商
業
美
術
の
魁
で
あ
る
こ
の
団
体
の
活
動
を
追

い
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

霜

村

紀

子

(1) －48－
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